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(57) Abstract: A mobile station apparatus can efncientlv

」 BB encode and transmit ACK/NACK's for a plurality of
PDSCH'es. The mobile station apparatus can transmit, t o
a base station apparatus, a plurality o f ACK/NACK's for
transport blocks transmitted, b y the base station appara
tus, b y use of a plurality o f component carriers. The m o
bile station apparatus: encodes a first ACK/NACK and a
second A K/NACK separately; executes a repetition
process o f the encoded bits o f the first ACK/NACK until
the number o f encoded bits o f the first ACK/NACK be
comes a first value; executes a repetition process o f the
encoded bits o f the second ACK/NACK until the number
o f encoded bits of the second ACK/NACK becomes a
second value; couples the encoded bits of the first ACK/
NACK for which the repetition process has been execut
ed with the encoded bits o f the second ACK/NACK for
which the repetition process has been executed; and uses
one physical uplink channel to transmit the first and sec
ond ACK/NACK's to the base station apparatus.

(57) 要約： 移動局装置が複 数の P D S C H に
対す る A C K N A C K を効率 的 に符号化 し
て送信す る。基地 局装置 に よって複 数の コン
ポ一 ネ ン トキ ャ リア で送 信 され た トラ ンス
ポ一 トブロックに対す る複 数の A C K / N A
C K を基地 局装置 に送信す る移動局装置 にお

いて、第一の A C K N A C K と第二の A C K N A C K とを別 々に符号化 し、第一の A C K N A C
K の符号化 ビッ ト数が第一の値 にな るまで第一の A C K ノ N A C K の符号化 ビッ トに繰 り返 し処理 を実
行 し、第二の A C K N A C K の符号化 ビッ ト数が第二の値 にな るまで第二の A C K N A C K の符号
化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行 し、繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K N A C K の符号化 ビッ 卜と
繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K N A C K の符号化 ビッ 卜とを連結 させ 、第一の A C K N A C
K と第二の A C K N A C K とを 1 つの物理上 リリンクチャネル を用いて基地局装置に送信す る。



明 細 書

発 明 の名称 ：

移 動 局装 置、 基 地 局装 置、 無線 通 信 シ ス テ ム 、 無線 通 信 方 法 お よび 集 積 回

路

技 術 分 野

[0001 ] 本 発 明 は、 移 動 局 装 置 、 基 地 局 装 置 、 無 線 通 信 シ ステ ム、 無 線 通 信 方 法 お

よび 集 積 回路 に関 す る。

背 景 技 術

[0002] セル ラー移 動 通 信 の無 線 ア クセ ス方 式 お よび 無 線 ネ ッ トワー クの進 化 （以

下、 「l_ong Term Evo lut i o n (LTE) 」、 また は、 「Evo Lved Un i versa l Ter

est r i a L Rad i o Access (EUTRA) 」 と称 す る） が、 第 三 世 代 パ ー トナ ー シ ップ

プ ロジ ェ ク 卜 （3rd Generat i o n Partnersh i p Proj ect : 3GPP) に お い て検 討

され て い る。 L T E で は、 基 地 局 装 置 か ら移 動 局 装 置 へ の無 線 通 信 （下 り リ

ン ク） の通 信 方 式 と して、 マル チ キ ャ リア送 信 で あ る直 交 周 波 数 分 割 多 重 （0

rthogona L Frequency D i v i s i o n Mu Lt i Lex i ng : OFDM) 方 式 が 用 し、られ る。 ま

た、 移 動 局 装 置 か ら基 地 局 装 置 へ の無 線 通 信 （上 り リン ク） の通 信 方 式 と し

て、 シ ン グル キ ャ リア送 信 で あ る S C _ F D M A ( S i ng Le-Car r i e r Frequenc

y D i v i s i o n Mu l t i l e Access) 方 式 が 用 し、られ る。

[0003] L T E で は、 移 動 局 装 置 が物 理 下 り リン ク共 用 チ ャネル （Phys i c a l Down い

n k Shared Channe l : PDSCH) で 受信 した 下 り リン クデ ー タの復 号 に成 功 した

か 否 か を示 す A C K (Acknowledgement) N A C K (Negat i v e Acknowledge

ment) は、 物 理 上 り リン ク制 御 チ ャネル (Phys i c a l Up L i n k Cont r o l Channe l

：PUCCH) また は物 理 上 り リン ク共 用 チ ャネル （Phys i c a l Up L i n k Shared Cha

nne L : PUSCH) を用 い て送 信 され る。 移 動 局 装 置 が A C K / N A C K を送 信 す

る時 に P U S C H の無 線 リソー ス を割 り当 て られ て い な い場 合 は、 A C K /

N A C K は P U C C H で送 信 され る。 移 動 局 装 置 が A C K / N A C K を送 信

す る時 に P U S C H の無 線 リソー ス を割 り当 て られ て い る場 合 は、 A C K /



N A C K は P U S C H で送信 され る。

[0004] L T E よ り広 帯域 な周 波数 帯域 を利 用 して、 さ らに高速 なデ ー タの通信 を

実現 す る無線 ア クセ ス方 式 お よび無線 ネ ッ トワー ク （以 下、 「Long Term Evo

Lut i on-Advanced (LTE - A ) 」、 また は、 「Advanced Evo lved Un i versa l Ter r e

s t r i a L Rad i o Access (A-EUTRA) j と称 す る） で は、 L T E との後 方 互換 性 （b

ackward compat i b は i ty) を持 つ こ とが検 討 され て い る。 つ ま り、 L T E — A

の基 地 局装 置 は L T E — A お よび L T E 両 方 の移 動 局装 置 と同時 に無線 通信

を行 な い、 また、 L T E — A の移 動 局装 置 は L T E — A お よび L T E 両 方 の

基 地 局装 置 と無線 通信 を行 な う こ とが で き、 L T E — A は L T E と同一 の チ

ャネル構 造 を用 い る。

[0005] L T E — A で は、 L T E と同一 の チ ャネル構 造 の周 波数 帯域 （以 下、 「キ

ャ リア要 素 （Car r i e r Component : CC) 」、 また は、 「コ ンポ ー ネ ン トキ ヤ リ

ァ （Component Car r i e r : CC) 」 と称 す る） を複 数 用 いて、 1 つ の周 波数 帯域

(広 帯 域 な周 波数 帯域 ） と して使 用 す る技 術 （周 波数 帯域 集 約 ：Spect rum ag

gregat i o n Car r i e r aggregat i o n Frequency aggregat i o n等 とも称 され る )

が提 案 され て い る。 例 え ば、 周 波数 帯域 集 約 を用 いた通信 で は、 基 地 局装 置

は下 り リンク コ ンポ ー ネ ン トキ ャ リア （Dowr i n k Component Car r i e r : DL CC

) そ れ ぞれ に 1 つ の P D S C H を配 置 し、 移 動 局装 置 に複 数 の P D S C H を

同時 に送信 す る。

[0006] 周 波数 帯域 集 約 で は、 1 つ の プライマ リ一 セル （Pr i mary c e は：Pce LL) と

1 つ また は複 数 の セ カ ンダ リー セル （Secondary c e L L : Sce L L) が構 成 され る

。 プライマ リ一 セル は、 下 り リンク プライマ リ一 コ ンポ ー ネ ン トキ ャ リア （D

own L i n k P r i mary Component Car r i e r : DL PCC) と上 り リンク プラ マ リ一 コ

ンポ 一 ネ ン 卜キ ャ リア （Up n k P i mary Component Car r i e r : UL PCC) に よ

り提 供 され るセル で あ る。 プライマ リ一 セル は L T E の セル と同等 の機 能 を

持 つ セル で あ る。 D L P C C と U L P C C は、 移 動 局装 置毎 に 1 つ ず っ設

定 され る。

[0007] セ カ ンダ リー セル は、 下 り リンクセ カ ンダ リー コ ンポ ー ネ ン トキ ャ リア （D



own Li nk Secondary Component Car r i e r : DL SCC) と上 り リン クセ カ ンダ リ一

コ ンポ 一 ネ ン 卜キ ャ リア (U Li nk Secondary Component Car i e r : UL SCC)

に よ り提 供 され るセル で あ る。 セ カ ンダ リー セル は、 D L S C C の み で提 供

され て も よ い。 セ カ ンダ リー セル は プ ラ イ マ リ一 セル よ りも機 能 が制 限 され

た セル で あ る。 D L P C C を除 い た全 て の D L C C は、 D L S C C で あ る

。 U L P C C を除 い た全 て の上 り リン ク コ ンポ ー ネ ン トキ ャ リア （Up nk C

omponent Car r i e r : UL CC) は、 U L S C C で あ る。

[0008] L T E — A で は、 移 動 局 装 置 が 同 時 に受信 した複 数 の P D S C H それ ぞれ

に対 す る複 数 の A C K / N A C K を基 地 局 装 置 に送 信 す る際 に、 移 動 局 装 置

が送 信 す る複 数 の P U S C Η の うち 1 つ の P U S C H を用 い て上 り リン クデ

— タ （上 位 レイ ヤ に お け る情 報 チ ャネル ） （Up nk Shared Channe UL-SCH

) と複 数 の A C K / N A C K を とも に送 信 す る こ とが検 討 され て い る （非 特

許 文献 1 ) 。

[0009] 非 特 許 文献 2 に は、 複 数 の P D S C H に対 す る複 数 の A C K / N A C K を

同 一 の P U S C Η で送 信 す る際 に、 全 て の A C K / N A C Κ を とも に符 号 化

す る方 法 お よび、 A C K / N A C K が対 応 す るセル （DL CC) 毎 に符 号 化 す る

こ とが記 載 され て い る。 また、 非 特 許 文献 2 に は、 移 動 局 装 置 が複 数 の D L

C C を割 り当 て られ て い た と して も、 移 動 局 装 置 が プ ラ イ マ リ一 セル の P D

S C H の割 り当 て を示 す 下 り リン ク制 御 情 報 (Down l i nk Cont r o l Informat i o

n : DCI) の み を受信 した場 合 は、 移 動 局 装 置 は L T E の送 信 方 法 を利 用 して

上 り リン クデ ー タ と A C K / N A C K を とも に P U S C H で送 信 す る こ とが

記 載 され て い る。 P D S C H の割 り当 て を示 す 下 り リン ク制 御 情 報 を下 り リ

ン ク アサ イ ンメ ン ト （DL ass i gnment) と称 す る。

[001 0 ] L T E _ A の 上 り リン クで は、 L T E か らの 更 な る スル ー プ ッ ト向上 の た

め M I M 0 S M (Mu Lt i p Le Input Mu l t i p l e Output Spat i a l Mu Lt i Lex i ng

) に よ る空 間 多 重 を利 用 す る こ とが議 論 され て い る。 つ ま り、 上 り リン クデ

— タで は 2 以 上 の空 間 多 重 数 （以 下 で は ラ ン ク も しくはRank と呼称 す る） で

の送 信 が実 現 され る。



[001 1] それ に対 し、 A C K / N A C K や R I (Rank Ind i cator) な どの高 い品質

が要求 され る上 り リンク制御情報 については、空 間多重 され る領域 （以下で

は レイヤ も しくは Layer と呼称 す る）のすべ て に対 して送信 系列 を複製 す る こ

とによ り、仮想 的 にラ ンク 1 での通信 を実現 す る ことが提案 されている。 つ

ま り、 ラ ンク 2 以上 の上 り リンクデー タ通信 と、 ラ ンク 1 の A C K / N A C

K 、 R I 送信 が混在 した通信 が行 なわれ る。 これ について、非特許文献 3 で

は、制御情報 の複製作成方法 と して、 チ ャネル符号化後 の ビッ ト列 を各 レイ

ャ に割 り当て る ことを提案 している。

先行技術文献

非特許文献

[001 2 ] 非特許文献 1 ："UCI Transm i s s i o n i n the Presence o f UL-SCH Data", 3GPP

TSG RAN WG1 Meet i ng #61 , 1 - 103067, May 10-14, 201 0 .

非特許文献 2 ："ACK/NACK mu Lt i Lex i ng schemes on PUSCH", 3GPP TSG RAN W

G 1 Meet i ng #61 b i s , R 1 - 103760, 28 June-2 J u Ly, 201 0 .

非 お 午文南犬3 ："Performance eva Luat i o n o f UCI mu Lt i Lex i ng schemes on P

USCH i n case o f SU-MIMO", 3GPP TSG RAN WG1 Meet i ng #61 , 1 - 102962, Ma

y 10-14, 201 0 .

発 明の概 要

発 明が解決 しょ うとす る課題

[001 3 ] しか しなが ら、従来 の技術 では、移動局装置 が複数 の D L C C で受信 し

た複数 の P D S C H に対 す る A C K / N A C K を 1 つの物理上 り リンクチ ャ

ネル で送信 す る際 に、移動局装置 が効率 的 に A C K / N A C K を符号化 して

送信 す る ことがで きない とい う問題 があ る。

[0014] 本発 明は上記 の点 に鑑 みてな された ものであ り、移動局装置 が複数 の D L

〇〇で受信 した複数 の ？ 3 〇 1~1 に対 す る 六〇 六〇 を 1 つの物理上

り リンクチ ャネル で送信 す る際 に、移動局装置 が効率 的 に A C K / N A C K

を符号化 して送信 し、基地局装置 が移動局装置 によ って送信 された A C K /



N A C K の受信処理 を行 な うことがで きる移動局装置、基地局装置、無線通

信 システム、無線通信方法 および集積 回路 を提供 す る ことを 目的 とす る。

課題を解決するための手段

[001 5] ( 1 ) 上 記 の 目的 を達成 す るため に、本発 明は、以下の よ うな手段 を講 じ

た。 すなわち、本発 明の移動局装置 は、基地局装置 によ って複数 の コンポ一

ネ ン 卜キ ヤ リァで送信 された トラ ンスポ一 卜プロックに対 す る複数 の A C K

/ N A C K を前記基地局装置 に送信 す る移動局装置 において、 第一の A C K

/ N A C K と第二の A C K / N A C K とを別 々に符号化 し、前記第一の A C

K / N A C K の符号化 ビッ 卜数 が第一の値 にな るまで前記第一の A C K / N

A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行 し、前記第二の A C K / N A C

K の符号化 ビッ 卜数 が第二の値 にな るまで前記第二の A C K / N A C Κ の符

号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行 し、前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A

C K / N A C K の符号化 ビッ 卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K

/ N A C K の符号化 ビッ 卜とを連結 させ、前記第一の A C K / N A C K と前

記第二の A C K / N A C K とを 1 つの物理上 り リンクチ ャネル を用 いて前記

基地局装置 に送信 す る ことを特徴 と している。

[001 6] ( 2 ) また、本発 明の移動局装置 において、前記物理上 り リンクチ ャネル

は物理上 り リンク共用チ ャネル であ り、前記第一の値 および前記第二の値 は

、前記物理上 り リンク共用チ ャネル で使 用 され る変調次数 の正の整数倍 であ

る ことを特徴 と している。

[001 7] ( 3 ) また、本発 明の移動局装置 において、前記繰 り返 し処理 は、前記第

—の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜が前記第一の値 よ りも小 さい場合 には

、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ トを、先頭 か ら繰 り返 して連結

す る処理 であ る ことを特徴 と している。

[001 8] ( 4 ) また、本発 明の移動局装置 において、前記繰 り返 し処理 は、前記第

二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜が、前記第二の値 よ りも小 さい場合 に

は、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ トを、先頭 か ら繰 り返 して連

結 す る処理 であ る ことを特徴 と している。



[001 9] ( 5 ) また、本発明の移動局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記第

—の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜が前記第一の値 よりも大 きい場合には

、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ トを、先頭か ら前記第一の値 ま

で切 り取る処理であることを特徴 と している。

[0020] ( 6 ) また、本発明の移動局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記第

二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜が前記第二の値 よりも大 きい場合には

、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ トを、先頭か ら前記第二の値 ま

で切 り取る処理であることを特徴 と している。

[0021 ] ( 7 ) また、本発明の基地局装置は、移動局装置へ複数のコンポーネン ト

キヤ リアで送信 された トランスポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A

C K を前記移動局装置か ら受信する基地局装置において、別々に符号化され

た第一の A C K / N A C Κ と第二の A C K / N A C Κ とを 1 つの物理上 りリ

ンクチャネルを用いて前記移動局装置か ら受信 し、前記第一の A C K / N A

C K の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置によって前記第一の A C K / N A C

K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 になるまで繰 り返 し処理が実行され、前記第

二の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置によって前記第二

の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 になるまで繰 り返 し処理が

実行され、前記繰 り返 し処理が実行された第一の A C K / N A C K の符号化

ビッ 卜と前記繰 り返 し処理が実行された第二の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜とは、前記移動局装置によって連結 されることを特徴 と している。

[0022] ( 8 ) また、本発明の基地局装置において、前記物理上 りリンクチャネル

は物理上 りリンク共用チャネルであ り、前記第一の値および前記第二の値は

、前記物理上 りリンク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍であ

ることを特徴 と している。

[0023] ( 9 ) また、本発明の基地局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記第

—の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜が前記第一の値 よりも小さい場合には

、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ トを、先頭か ら繰 り返 して連結

する処理であることを特徴 と している。



[0024] ( 1 0 ) また、本発明の基地局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記

第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜が、前記第二の値よりも小さい場合

には、前記第二のA C K / N A C K の符号化ビットを、先頭から繰 り返 して

連結する処理であることを特徴としている。

[0025] ( ) また、本発明の基地局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記

第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜が前記第一の値よりも大きい場合に

は、前記第一のA C K / N A C K の符号化ビットを、先頭から前記第一の値

まで切 り取る処理であることを特徴としている。

[0026] ( 1 ) また、本発明の基地局装置において、前記繰 り返 し処理は、前記

第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜が前記第二の値よりも大きい場合に

は、前記第二のA C K / N A C K の符号化ビットを、先頭から前記第二の値

まで切 り取る処理であることを特徴としている。

[0027] ( 3 ) また、本発明の無線通信システムは、移動局装置が、基地局装置

によって複数のコンポ一ネン 卜キヤリァで送信された トランスポ一 卜プロッ

クに対する複数のA C K / N A C K を前記基地局装置に送信する無線通信シ

ステムにおいて、前記移動局装置は、第一のA C K / N A C K と第二のA C

K / N A C K とを別々に符号化 し、前記第一のA C K / N A C K の符号化ビ

ッ卜数が第一の値になるまで前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜に

繰 り返 し処理を実行 し、前記第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜数が第

二の値になるまで前記第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜に繰 り返 し処

理を実行 し、前記繰 り返 し処理を実行 した第一のA C K / N A C K の符号化

ビッ卜と前記繰 り返 し処理を実行 した第二のA C K / N A C K の符号化ビッ

卜とを連結させ、前記第一のA C K / N A C K と前記第二のA C K / N A C

K とを 1 つの物理上りリンクチャネルを用いて前記基地局装置に送信 し、前

記基地局装置は、前記第一のA C K / N A C Κ と前記第二のA C K / N A C

K とを前記 1 つの物理上りリンクチャネルを用いて前記移動局装置から受信

することを特徴としている。

[0028] ( 1 4 ) また、本発明の無線通信方法は、基地局装置によって複数のコン



ポ一ネン 卜キヤリァで送信された トランスポ一 卜プロックに対する複数のA

C K / N A C K を前記基地局装置に送信する移動局装置に用いられる無線通

信方法において、第一のA C K / N A C Κ と第二のA C K / N A C Κ とを別

々に符号化 し、前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜数が第一の値に

なるまで前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜に繰 り返 し処理を実行

し、前記第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜数が第二の値になるまで前

記第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜に繰 り返 し処理を実行 し、前記繰

り返 し処理を実行 した第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜と前記繰 り返

し処理を実行 した第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜とを連結させ、前

記第一のA C K / N A C K と前記第二のA C K / N A C K とを 1 つの物理上

りリンクチャネルを用いて前記基地局装置に送信することを特徴としている

[0029] ( 1 5 ) また、本発明の無線通信方法において、前記物理上りリンクチヤ

ネルは、物理上りリンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二

の値は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数

倍であることを特徴としている。

[0030] ( 6 ) また、本発明の無線通信方法は、基地局装置へ複数のコンポーネ

ン 卜キヤリァで送信された トランスポ一 卜プロックに対する複数のA C K /

N A C K を前記移動局装置から受信する基地局装置に用いられる無線通信方

法において、別々に符号化された第一のA C K / N A C K と第二のA C K /

N A C K とを 1 つの物理上りリンクチャネルを用いて前記移動局装置から受

信 し、前記第一のA C K / N A C K の符号化ビットは、前記移動局装置によ

つて前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜数が第一の値になるまで繰

り返 し処理が実行され、前記第二のA C K / N A C K の符号化ビットは、前

記移動局装置によって前記第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜数が第二

の値になるまで繰 り返 し処理が実行され、前記繰 り返 し処理が実行された第

—のA C K / N A C K の符号化ビッ卜と前記繰 り返 し処理が実行された第二

のA C K / N A C K の符号化ビッ卜とは、前記移動局装置によって連結され



ることを特徴 と している。

[0031 ] ( 1 7 ) また、本発明の無線通信方法において、前記物理上 りリンクチヤ

ネルは、物理上 りリンク共用チャネルであ り、前記第一の値および前記第二

の値は、前記物理上 りリンク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数

倍であることを特徴 と している。

[0032] ( 8 ) また、本発明の集積回路は、基地局装置によって複数のコンポ一

ネン 卜キヤ リァで送信 された トランスポ一 卜プロックに対する複数の A C K

/ N A C K を前記基地局装置に送信する移動局装置に用い られる集積回路 に

おいて、第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K とを別々に符号

化する機能 と、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 に

なるまで前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

する機能 と、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 にな

るまで前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行す

る機能 と、前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

とを連結 させる機能 と、前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K /

N A C K とを 1 つの物理上 りリンクチャネルを用いて前記基地局装置に送信

する機能 と、の一連の機能を、前記移動局装置に発揮 させることを特徴 と し

ている。

[0033] ( 1 9 ) また、本発明の集積回路 において、前記物理上 りリンクチャネル

は、物理上 りリンク共用チャネルであ り、前記第一の値および前記第二の値

は、前記物理上 りリンク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍で

あることを特徴 と している。

[0034] ( 2 0 ) また、本発明の集積回路は、移動局装置へ複数のコンポ一ネン 卜

キヤ リアで送信 された トランスポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A

C K を前記移動局装置か ら受信する基地局装置に用い られる集積回路 におい

て、別々に符号化された第一の A C K / N A C Κ と第二の A C K / N A C Κ

とを 1 つの物理上 りリンクチャネルを用いて前記移動局装置か ら受信する機



能を前記基地局装置に発揮させ、前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ

卜は、前記移動局装置によって前記第一のA C K / N A C K の符号化ビッ卜

数が第一の値になるまで繰 り返 し処理が実行され、前記第二のA C K / N A

C K の符号化ビッ卜は、前記移動局装置によって前記第二のA C K / N A C

K の符号化ビッ卜数が第二の値になるまで繰 り返 し処理が実行され、前記繰

り返 し処理が実行された第一のA C K / N A C Κ の符号化ビッ卜と前記繰 り

返 し処理が実行された第二のA C K / N A C K の符号化ビッ卜とは、前記移

動局装置によって連結されることを特徴としている。

[0035] ( 2 1 ) また、本発明の集積回路において、前記物理上りリンクチャネル

は、物理上りリンク共用チャネルであり、前記第一の値および前記第二の値

は、前記物理上りリンク共用チャネルで使用される変調次数の正の整数倍で

あることを特徴としている。

発明の効果

[0036] この発明によれば、移動局装置が複数のD L C C で受信 した複数の P D S

C H に対するA C K / N A C K を 1 つの物理上りリンクチャネルで送信する

際に、移動局装置が効率的にA C K / N A C K を符号化 して送信することが

できる。

図面の簡単な説明

[0037] [ 図1] 本発明の無線通信システムの概念図である。

[ 図2] 本発明の周波数帯域集約処理の一例を示す図である。

[ 図3] 本発明の下りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。

[ 図4] 本発明の上りリンクの無線フレームの構成の一例を示す概略図である。

[ 図5] 本発明の P U S C Η で上りリンクデータとA C K / N A C K を同時に送

信する方法を説明する図である。

[ 図6] 本発明の上りリンクデータとA C K N A C K の符号化方法について説

明する図である。

[ 図7] 本発明の第一のA C K / N A C K と第二のA C K / N A C K を結合する

方法の一例を示す図である。



[ 図 8 ] 本 発 明 の 移 動 局 装 置 1 の 構 成 を示 す概 略 プ ロ ッ ク 図 で あ る。

[ 図 9 ] 本 発 明 の 基 地 局 装 置 3 の 構 成 を示 す概 略 プ ロ ッ ク 図 で あ る。

発 明 を実施 す るため の形 態

[0038] 以 下 、 図 面 を参 照 しな が ら本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 詳 し く説 明 す る。

[0039] ま ず 、 本 発 明 の 物 理 チ ャ ネ ル に つ い て 説 明 す る。

[0040] 図 1 は 、 本 発 明 の 無 線 通 信 シ ス テ ム の概 念 図 で あ る。 図 1 に お い て 、 無 線

通 信 シ ス テ ム は、 移 動 局 装 置 1 A ~ 1 C 、 お よ び 基 地 局 装 置 3 を具 備 す る。

図 1 は 、 基 地 局 装 置 3 か ら移 動 局 装 置 1 A ~ C へ の 無 線 通 信 （下 り リン ク

) で は、 同 期 信 号 （Synchron i zat i o n s i gna l : SS) 、 下 り リン ク参 照 信 号 （D

own L i nk Reference S i gna l : DL RS) 、 物 理 報 知 チ ャ ネ ル （Phys i c a l Broadca

s t Channe l : PBCH) 、 物 理 下 り リン ク制 御 チ ャ ネ ル (Phys i c a l Down l i n k Con

t r o L Channe l : PDCCH) 、 物 理 下 り リン ク共 用 チ ャ ネ ル (Phys i c a l Down l i n k

Shared Channe l : PDSCH) 、 物 理 マ ル チ キ ャ ス トチ ャ ネ ル （Phys i c a l Mu Lt i c a

s t Channe l ：PMCH) 、 物 理 制 御 フ 才一 マ ツ 卜イ ンデ ィケ 一 タ チ ャ ネ ル （Phys i

c a L Cont r o l Format Ind i cator Channe l : PCFICH) 、 物 理 H A R Q イ ンデ ィ

ケ 一 タ チ ャ ネ ル (Phys i c a l Hybr i d ARQ Ind i cator Channe l : PHICH) が 割 り

当 て られ る こ と を示 す 。

[0041 ] 図 1 は 、 移 動 局 装 置 1 A ~ C か ら基 地 局 装 置 3 へ の 無 線 通 信 （上 り リン

ク） で は、 上 り リン ク参 照 信 号 （Up nk Reference S i gna l : UL RS) 、 物 理

上 り リン ク制 御 チ ャ ネ ル (Phys i c a l Up L i nk Cont r o l Channe l : PUCCH) 、 物

理 上 り リン ク共 用 チ ャ ネ ル （Phys i c a l Up L i nk Shared Channe l : PUSCH) 、 物

理 ラ ン ダ ム ア ク セ ス チ ャ ネ ル （Phys i c a l Random Access Channe l : PRACH) が

割 り当 て られ る こ と を示 す 。 以 下 、 移 動 局 装 置 1 A ~ 1 C を移 動 局 装 置 1 と

い う。

[0042] 同 期 信 号 は、 移 動 局 装 置 1 が 下 り リン ク の 周 波 数 領 域 お よ び 時 間領 域 の 同

期 を と る た め に 用 い られ る信 号 で あ る。 下 り リン ク参 照 信 号 は、 移 動 局 装 置

が 下 り リン ク の 周 波 数 領 域 お よ び 時 間領 域 の 同 期 を と る た め に 用 い られ た

り、 移 動 局 装 置 1 が 下 り リン ク の 受 信 品 質 を測 定 す る た め に 用 い られ た り、



移 動 局 装 置 1 が P D S C H や P D C C H の 伝 搬 路 補 正 を行 な うた め に用 い ら

れ る信 号 で あ る。

[0043] P B C H は、 移 動 局 装 置 1 で 共 通 に用 い られ る制 御 パ ラ メ ー タ （シ ス テ ム

情 報 ） （Broadcast Channe l : BCH) を報 知 す る た め に用 い られ る物 理 チ ヤ ネ

ル で あ る。 P B C H は、 4 0 m s 間 隔 で 送 信 され る。 4 O m s 間 隔 の タ イ ミ

ン グ は、 移 動 局 装 置 1 に お い て プ ラ イ ン ド検 出 （b nd detect i on) さ れ る。

[0044] P D C C H は、 下 り リン ク アサ イ ン メ ン ト （dowr i nk ass i gnment ま た は

down l i nk grant と も称 す る） や 上 り リン ク グ ラ ン ト （up nk grant) な どの

下 り リン ク制 御 情 報 (Down l i nk Cont r o l Informat i o n : DCI) を 送 信 す る た め

に用 い られ る物 理 チ ャ ネル で あ る。 下 り リン ク アサ イ ン メ ン トは、 P D S C

H に対 す る変 調 方 式 お よび 符 号 化 率 に 関 す る情 報 (Modu Lat i o n and Cod i ng S

cheme : MCS) 、 無 線 リソー ス の 割 り当 て を示 す情 報 な どか ら構 成 され る。 上

り リン ク グ ラ ン トは、 P U S C H (上 り リン クデ ー タ送 信 用 チ ャ ネル ） に対

す る変 調 方 式 お よび 符 号 化 率 に 関 す る情 報 、 無 線 リソー ス の 割 り当 て を示 す

情 報 な どか ら構 成 され る。

[0045] 下 り リン ク制 御 情 報 に は複 数 の フ ォー マ ッ トが 用 い られ る。 下 り リン ク制

御 情 報 の フ 才 一 マ ツ 卜を D C I フ 才 一 マ ツ 卜 （DCI format) と呼 ぶ 。 下 り リ

ン ク アサ イ ン メ ン 卜の D C I フ 才一 マ ツ 卜は、 基 地 局 装 置 3 が P D S C H を

つ の 送 信 ア ンテ ナ ポ 一 卜また は送 信 ダ イバ 一 シ チ を用 い て 送 信 す る場 合 に

用 い られ る D C I フ ォ ー マ ッ ト 1 A 、 基 地 局 装 置 3 が P D S C H に M I M O

S M (Mu Lt i p Le Input Mu Lt i p Le Output Spat i a l Mu Lt i Lex i ng) を 用 い て複

数 の 下 り リン クデ ー タ を送 信 す る場 合 に用 い られ る D C I フ 才一 マ ツ 卜2 な

どが 用 意 され る。

[0046] M I M O S M と は、 複 数 の 送 信 ア ンテ ナ ポ 一 卜お よび 複 数 の 受 信 ア ンテ ナ

ポ ー トに よ り実 現 され る複 数 の 空 間 次 元 の チ ャ ネル に対 して複 数 の信 号 が 多

重 され て 送 受 信 が 行 な わ れ る技 術 で あ る。 こ こで、 ア ンテ ナ ポ 一 卜とは信 号

処 理 に用 い られ る論 理 的 な ア ンテ ナ の こ と を示 す、 1 つ の ア ンテ ナ ポ 一 卜は

1 つ の物 理 的 な ア ンテ ナ に よ り構 成 され て も よ い し、 複 数 の物 理 的 な ア ンテ



ナ に よ り構 成 さ れ て も よ い 。 M I M O S M を 用 い た 送 信 側 で は 、 複 数 の 信 号

に 対 して 適 切 な 空 間 チ ャ ネ ル を形 成 す る た め の 処 理 （プ リコ ー デ ィ ン グ （pre

cod i ng) と称 す ） が 行 な わ れ て 、 プ リコ ー デ ィ ン グ の 処 理 が 行 な わ れ た 複 数

の 信 号 を複 数 の 送 信 ア ンテ ナ を 用 い て 送 信 す る。 M I M O S M を 用 い た 受 信

側 で は 、 複 数 の 受 信 ア ンテ ナ を 用 い て 受 信 さ れ た 複 数 の 信 号 に 対 して 空 間 次

元 の チ ャ ネ ル で 多 重 さ れ た 信 号 を 適 切 に 分 離 す る た め の 処 理 が 行 な わ れ る。

[0047] P D S C H は 、 ペ ー ジ ン グ情 報 （Pag i ng Channe PCH) や P B C H で 報 知

さ れ な い 、 つ ま り B C H 以 外 の シ ス テ ム 情 報 や 下 り リ ン ク デ ー タ （Dowr i n k

Shared Channe l : DL-SCH) を 送 信 す る た め に 用 い られ る物 理 チ ャ ネ ル で あ る

。 P M C H は 、 M B M S (Mu Lt i med i a Broadcast and Mu l t i cast Serv i ce)

に 関 す る情 報 (Mu l t i cast Channe l : MCH) を 送 信 す る た め に 用 い られ る物 理

チ ャ ネ ル で あ る。

[0048] P C F I C H は 、 P D C C H が 配 置 さ れ る領 域 を 示 す 情 報 を 送 信 す る た め

に 用 い られ る物 理 チ ャ ネ ル で あ る。 P H I C H は 、 基 地 局 装 置 3 が 受 信 した

上 り リ ン ク デ ー タ （Up nk Shared Channe l : UL-SCH) の 復 号 の 成 否 を 示 す H

A R Q イ ンデ ィケ 一 タ を 送 信 す る た め に 用 い られ る物 理 チ ャ ネ ル で あ る。

[0049] 基 地 局 装 置 3 が P U S C H に 含 ま れ る 全 て の 上 り リ ン ク デ ー タ の 復 号 に成

功 した 場 合 は 、 H A R Q イ ンデ ィケ 一 タ は A C K (ACKnowLedgement) を 示 し

、 基 地 局 装 置 3 が P U S C H に 含 ま れ る 少 な く と も 1 つ の 上 り リ ン ク デ 一 タ

の 復 号 に 失 敗 した 場 合 は 、 H A R Q イ ンデ ィケ 一 タ は N A C K (Negat i v e AC

KnowLedgement) を 示 す 。 尚 、 同 一 の P U S C H に 含 ま れ る複 数 の 上 り リ ン ク

デ ー タ毎 の 復 号 の 成 否 を 示 す 複 数 の H A R Q イ ンデ ィケ 一 夕 が 、 複 数 の P H

I C H で 送 信 さ れ る よ う な 構 成 で も よ い 。

[0050] 上 り リ ン ク参 照 信 号 は 、 基 地 局 装 置 3 が 上 り リ ン ク の 時 間 領 域 の 同 期 を と

る た め に 用 い られ た り、 基 地 局 装 置 3 が 上 り リ ン ク の 受 信 品 質 を 測 定 す る た

め に 用 い られ た り、 基 地 局 装 置 3 が P U S C H や P U C C H の 伝 搬 路 補 正 を

行 な う た め に 用 い られ る信 号 で あ る。 上 り リ ン ク参 照 信 号 は 、 S C — F D M

A を想 定 して 分 割 さ れ た 無 線 リソ ー ス に お い て 、 C A Z A C (Constant A L



i tude and Zero Auto-Cor r e Lat i on) 系 列 を用 い た符 号 拡 散 が行 な わ れ る。

[0051 ] C A Z A C 系 列 とは、 時 間領 域 お よび 周 波 数 領 域 に お い て 一 定振 幅 か つ 自

己相 関特 性 に優 れ た 系 列 の こ とで あ る。 時 間領 域 で 一 定振 幅 で あ る こ とか ら

P A P R (Peak t o Average Power Rat i o ) を低 く抑 え る こ とが可 能 で あ る。

D M R S に は、 時 間領 域 に お い て巡 回遅 延 が適 用 され る。 この 時 間領 域 に お

け る巡 回遅 延 の こ とをサ イ ク リックシ フ トと称 す る。 尚、 サ イ ク リックシ フ

卜は周 波 数 領 域 に お い て C A Z A C 系 列 をサ プキ ャ リァ単 位 で位 相 回転 す る

こ とに相 当 す る。

[0052] 上 り リン ク参 照 信 号 に は、 ？ 1 3 〇 1~1 また は ？ 1 〇 〇 1 1 と時 間 多 重 され て

送 信 され P U S C H と P U C C H の伝 搬 路 補 償 に用 い られ る D M R S (Demod

u Lat i on Reference S i gna l ) と、 P U S C H お よび P U C C H とは独 立 して

送 信 され る基 地 局 装 置 3 が 上 り リン クの伝 搬 路 の状 況 を推 定 す るの に用 い ら

れ る S R S (Sound i ng Reference S i gna l ) が あ る。 D M R S に は、 サ イ ク リ

ックシ フ 卜だ けで な く時 間領 域 に お け る拡 散 符 号 （Orthogona l Cover Code :

0CC) も用 い られ る。

[0053] P U C C H は、 下 り リン クの チ ャネル 品 質 を示 す チ ャネル 品 質情 報 （Chann

e L Qua l i t y Informat i on) 、 上 り リン クの無 線 リソー ス の割 り当 て の要 求 を

示 す ス ケ ジ ュー リン グ要 求 （Schedu U ng Request : SR) 、 移 動 局 装 置 1 が 受

信 した 下 り リン クデ ー タの復 号 の成 否 を示 す A C K / N A C K な ど、 通 信 の

制 御 に用 い られ る情 報 で あ る上 り リン ク制 御 情 報 (U Li nk Cont r o l Informat

i on : UCI) を送 信 す るた め に用 い られ る物 理 チ ャネル で あ る。

[0054] P U S C H は、 上 り リン クデ ー タや 上 り リン ク制 御 情 報 を送 信 す るた め に

用 い られ る物 理 チ ャネル で あ る。 移 動 局 装 置 が上 り リン ク制 御 情 報 を送 信 す

る時 に P U S C H の 無 線 リソー ス を割 り当 て られ て い な い場 合 は、 上 り リン

ク制 御 情 報 は P U C C H で 送 信 され る。 移 動 局 装 置 が上 り リン ク制 御 情 報 を

送 信 す る時 に P U S C H の 無 線 リソー ス を割 り当 て られ て い る場 合 は、 上 り

リン ク制 御 情 報 は P U S C H で 送 信 され る。 尚、 複 数 の P U S C H の 無 線 リ

ソー ス を割 り当 て られ て い る場 合 は、 い ず れ か 1 つ の P U S C H で の み 上 り



リンク制 御 情 報 を送信 す る。

[0055] P R A C H は、 ラ ンダム ア クセ ス プ リア ンプル を送信 す るため に使 用 され

る物 理 チ ャネル で あ る。 P R A C H は、 移 動 局装 置 1 が基 地 局装 置 3 と時 間

領 域 の 同期 を とる こ とを最 大 の 目的 と し、 その他 に、 初期 ア クセ ス、 ハ ン ド

オ ーバ、 再 接 続 要 求、 お よび上 り リンクの無線 リソー スの割 り当て の要 求 に

用 い られ る。

[0056] 以 下、 本 発 明 の周 波数 帯域 集 約 につ いて説 明 す る。

[0057] 図 2 は、 本 発 明 の周 波数 帯域 集 約 処理 の一例 を示 す 図 で あ る。 図 2 にお い

て、 横 軸 は周 波数領 域 、 縦 軸 は時 間領 域 を示 す。 図 2 に示 す よ うに、 下 り リ

ンクのサ プ フ レー ム D 1 は、 2 O M H z の帯域 幅 を持 った 4 つ の下 り リンク

コ ンポ 一 ネ ン 卜キ ャ リア (DL CC-1 ；Down l i n k Component Car r i e r - 1、 DL CC-

2、 DL CC-3 、 DL CC-4) のサ プ フ レー ム に よ って構 成 され て い る。

[0058] この D L C C のサ ブ フ レー ム各 々 には、 斜 線 でハ ッチ ングが され た領 域 が

示 す P H I C H と P C F I C H と P D C C H が配 置 され る領 域 と、 網 目状 に

ハ ッチ ングが され た領 域 が示 す P D S C H が配 置 され る領 域 が あ る。 P H I

C H と P C F I C H と P D C C H は、 周 波数 多重 お よび / また は時 間多重 さ

れ る。 P H I C H と P C F I C H と P D C C H が周 波数 多重 お よび / また は

時 間多重 され る領 域 と、 P D S C H が配 置 され る領 域 は時 間多重 され る。

[0059] 上 り リンクのサ ブ フ レー ム U 1 は、 2 O M H z の帯域 幅 を持 った 3 つ の上

り リンク コ ンポ ー ネ ン トキ ャ リア （UL CC-1 ； Up L i n k Component Car r i er-1

UL CC-2 、 UL CC-3) に よ って構 成 され て い る。 この U L C C のサ ブ フ レー ム

各 々 には、 右 下 が り斜 線 でハ ツチ ングが され た領 域 が示 す P U C C H が配 置

され る領 域 と、 横 線 でハ ツチ ングが され た領 域 が示 す P U S C H が配 置 され

る領 域 とが周 波数 多重 され る。

[0060] 移 動 局装 置 1 は、 始 め にいずれ か 1 組 の D L C C と U L C C を用 いて基

地 局装 置 3 との初期 ア クセ ス を行 な う。 基 地 局装 置 3 は、 移 動 局装 置 1 が初

期 ア クセ ス を行 な った D L C C の P D S C H を用 いて送信 す る R R C シ グナ

ル （Rad i o Resource Cont r o l s i gna l ) で、 移 動 局装 置 1 に対 して設 定 した D



L C C と U L C C (以 下、 「設定 された （上 り リンク/ 下 り リンク） コン

ポ一 不 ン 卜キ ャ リア (conf i gured (down L i nk/up L i nk) component car r i er)

」 と称 す る） を通知 す る。

[0061 ] 基地局装置 3 は、設定 された D L C C の中か ら下 り リンクの通信 に用 いる

D L C C および / または設定 された U L C C の中か ら上 り リンクの通信 に

用 いる U L C C を示 す アクテ ィベ ーシ ョンコマ ン ド （act i vat i o n command)

を、 P D C C H または M A C (Med i um Access Cont r o l ) C E (Cont r o l E Lem

ent) な どを用 いて通知 す る。

[0062] 基地局装置 3 が移動局装置 1 に、 アクテ ィベ ーシ ョンコマ ン ドで C C を通

信 に用 いる と通知 す る ことを、 C C をァクテ ィべ 一 卜す る （act i vate) と称

す る。基地局装置 3 が移動局装置 1 に、 アクテ ィベ ーシ ョンコマ ン ドで C C

を通信 に用 いない と通知 す る ことを、 C C をデ ァクテ ィべ 一 卜す る （deact i v

ate) と称 す る。

[0063] 基地局装置 3 は、設定 された D L C C の中か ら 1 つの下 り リンクプライマ

リ一 コ ンホ 一 不 ン 卜キ ャ リア (Down い nk Pr i mary Component しa e r : DL PC

0 (第 一 の下 り リンクコンポ一ネ ン 卜キ ャ リア） を移動局装置 1 毎 に設定 し

、設定 された U L C C の中か ら上 り リンクプライマ リ一 コンポーネ ン トキ ヤ

リア ( U L i nk P i mary Component Car r i e r : ULPCC) を移動局装置 1 毎 に設定

し、 この設定 に関す る情報 を含 む R R C シ グナル を移動局装置 1 に通知 す る

[0064] D L P C C 以外 の D L C C は、 下 り リンクセ カ ンダ リー コンポーネ ン ト

キ ャ リア (Down L i nk Secondary Component Car i e r : DL SCC) 二の下 り

リンクコンポーネ ン トキ ャ リア）であ る。 U L P C C 以外 の U L C C は、

上 り リンクセ カ ンダ リ一 コンポ一ネ ン 卜キ ャ リア （Up nk Secondary Compon

ent Car r i e r : UL SCC) であ る。周波数帯域集約 では、 1 つの プライマ リ一セ

ル （Pr i mary c e は：Pce LL) と 1 つ または複数 のセ カ ンダ リーセル （Secondar

y c e LL: Sce LL) が構成 され る。 プライマ リ一セル は、 1 つの D L P C C と

1 つの U L P C C によ り提供 され るセル であ る。 プライマ リ一セル は L T E



の セ ル と同 等 の機 能 を持 つ セ ル で あ る。

[0065] セ カ ン ダ リー セ ル は、 1 つ の D L S C C と 1 つ の U L S C C に よ り提 供

され る セ ル で あ る。 セ カ ン ダ リー セ ル は、 D L S C C の み で提 供 され て も よ

し、。 セ カ ン ダ リ一 セ ル は プ ラ イ マ リ一 セ ル よ りも機 能 が制 限 され た セ ル で あ

る。

[0066] D L P C C お よび U L P C C は デ ァ クテ ィべ 一 卜され る こ とが な い。 上

り リン ク制 御 情 報 は、 U L P C C の P U C C H お よび / ま た は設 定 され た複

数 の U L C C の うち い ず れ か 1 つ の U L 〇 〇の ？ 1 3 〇 1~1 で 送 信 され る。

[0067] 以 下 、 本 発 明 の 無 線 フ レー ム の構 成 に つ い て 説 明 す る。

[0068] 図 3 は、 本 発 明 の 下 り リン クの 無 線 フ レー ム の構 成 の 一 例 を示 す概 略 図 で

あ る。 図 3 に お い て、 横 軸 は 時 間領 域 、 縦 軸 は周 波 数 領 域 で あ る。 図 3 に示

す よ う に、 D L C C の 無 線 フ レー ム は、 複 数 の 下 り リン クの物 理 リソー ス プ

ロ ッ ク （Phys i c a l Resource B Lock; PRB) ペ ア （例 え ば、 図 3の破 線 で 囲 まれ

た領 域 ） か ら構 成 され て い る。 この 下 り リン クの物 理 リソー ス プ ロ ッ クペ ア

は、 無 線 リソー ス の 割 り当 て な どの 単 位 で あ り、 予 め 決 め られ た 幅 の 周 波 数

帯 （PRB帯 域 幅 ；180kHz) お よび 時 間 帯 （2 個 の ス ロ ッ ト= 1個 の サ ブ フ レー ム

；1ms) か らな る。

[0069] 個 の 下 り リン クの物 理 リソー ス プ ロ ッ クペ ア は、 時 間領 域 で 連 続 す る 2

個 の 下 り リン クの物 理 リソー ス プ ロ ッ ク （PRB帯 域 幅 X ス ロ ッ 卜） か ら構 成 さ

れ る。 1 個 の 下 り リン クの物 理 リソー ス プ ロ ッ ク （図 3 に お い て、 太 線 で 囲 ま

れ て い る単 位 ） は、 周 波 数 領 域 に お い て 1 2 個 の サ ブ キ ャ リア （1 5kHz) か ら

構 成 され 、 時 間領 域 に お い て 7 個 の 0 F D M (Orthogona l Frequency D i v i s i

o n Mu Lt i Lex i ng) シ ンボ リレ （71 _S ) か ら構 成 され る。

[0070] 時 間領 域 に お い て は、 7 個 の O F D M シ ンボ ル （71 S ) か ら構 成 され る ス

ロ ッ ト （0. 5ms) 、 2 個 の ス ロ ッ トか ら構 成 され るサ プ フ レー ム （1 ms) 、

0 個 の サ ブ フ レー ム か ら構 成 され る無 線 フ レー ム （1 0ms) が あ る。 サ ブ フ レ

— 厶 と同 じ時 間 間 隔 で あ る 1 m s の こ と を、 送 信 時 間 間 隔 （Transm i t T i e I

nterva L : TTI) と も称 す る。 周 波 数 領 域 に お い て は、 D L C C の 帯 域 幅 に応



じて複数の下 りリンクの物理 リソースプロックが配置される。尚、 1 個のサ

プキヤ リアと 1 個の 0 F D M シンボルか ら構成 されるュニ ッ 卜を下 りリンク

リソ一スエ レメン 卜と称する。

[0071 ] 以下、下 りリンクに割 り当て られる物理チャネルの配置について説明する

。下 りリンクの各サプフレームには、 P D C C H、 P C F I C H、 P H I C

H、 P D S C H、 および下 りリンク参照信号などが配置される。 P D C C H

はサプフレームの先頭の 0 F D M シンボルか ら （図3において、左斜線でハ ツ

チングがされた領域）配置される。 P D C C H が配置される 0 F D M シンポ

ルの数はサプフレーム毎 に異な り、 P D C C H が配置される 0 F D M シンポ

ルの数 を示す情報は P C F I C H で報知される。各サブフレームでは、複数

の P D C C H が周波数多重および時間多重される。

[0072] P C F I C H はサブフレームの先頭の 0 F D M シンボルに配置され、 P D

C C H と周波数多重される。 P H I C H は、 P D C C H と同一の 0 F D M シ

ンボル内で周波数多重される （図3において、網 目状の線でハ ッチングがされ

た領域）。 P H I C H は、サブフレームの先頭の 0 F D M シンボルのみに配

置されてもよい し、 P D C C H が配置される複数の 0 F D M シンボルに分散

して配置されてもよい。各サブフレームでは、複数の P H I C H が周波数多

重および符号多重される。

[0073] 移動局装置 1 は、 P U S C H を送信 してか ら所定の時間後 （例えば、 4ms後

、 4サ ブフレーム後、4TTI 後）の下 りリンクのサブフレームの P H I C H で、

この P U S C H に対する H A R Q フィー ドバ ックを受信する。

[0074] P D S C H は、サプフレーム内の P D C C H および P C F I C H および P

H I C H が配置される 0 F D M シンボル以外の 0 F D M シンボル （図3におい

て、ハ ッチングがされない領域）に配置される。 P D S C H の無線 リソース

の割 り当ては、下 りリンクアサインメン 卜を用いて移動局装置 1 に示される

。 P D S C H の無線 リソースは、時間領域 において、 この P D S C H の割 り

当てを示す下 りリンクアサインメン 卜を含む P D C C H と同一の下 りリンク

のサプフレームに配置される。



[0075] P D S C H と、 こ の P D S C H に 対 す る P D C C H は 同 じま た は 異 な る 下

り リ ン ク コ ン ポ 一 ネ ン 卜キ ヤ リァ に 配 置 さ れ る 。 各 下 り リ ン ク コ ン ポ 一 ネ ン

卜キ ヤ リァ の サ プ フ レー ム で は 、 複 数 の P D S C H が 周 波 数 多 重 お よ び 空 間

多 重 さ れ る 。 下 り リ ン ク参 照 信 号 に つ い て は 、 説 明 の 簡 略 化 の た め 図 3 に お

い て 図 示 を 省 略 す る が 、 下 り リ ン ク参 照 信 号 は 周 波 数 領 域 と 時 間 領 域 に お い

て 分 散 して 配 置 さ れ る 。

[0076] 図 4 は 、 本 発 明 の 上 り リ ン ク の 無 線 フ レー ム の 構 成 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で

あ る 。 図 4 に お い て 、 横 軸 は 時 間 領 域 、 縦 軸 は 周 波 数 領 域 で あ る 。 図 4 に 示

す よ う に 、 U L C C の 無 線 フ レー ム は 、 複 数 の 上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ

ロ ッ ク ペ ア （例 え ば 、 図 4 の 破 線 で 囲 ま れ た 領 域 ） か ら構 成 さ れ て い る 。 こ

の 上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ ロ ッ ク ペ ア は 、 無 線 リ ソ ー ス の 割 り 当 て な ど

の 単 位 で あ り、 予 め 決 め られ た 幅 の 周 波 数 帯 （PRB帯 域 幅 ；180kHz) お よ び 時

間 帯 （2 個 の ス ロ ッ 卜= 1個 の サ プ フ レー ム ；1ms) か らな る 。

[0077] 個 の 上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ ロ ッ ク ペ ア は 、 時 間 領 域 で 連 続 す る 2

個 の 上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ ロ ッ ク （PRB帯 域 幅 X ス ロ ッ 卜） か ら構 成 さ

れ る 。 1 個 の 上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ ロ ッ ク （図 4 に お い て 、 太 線 で 囲 ま

れ て い る 単 位 ） は 、 周 波 数 領 域 に お い て 1 2 個 の サ ブ キ ャ リア か ら構 成 さ れ

、 時 間 領 域 に お い て 7 個 の S C _ F D M A シ ン ボ ル （71 S ) か ら構 成 さ れ る

[0078] 時 間 領 域 に お い て は 、 7 個 の S C — F D M A ( S i ng Le-Car r i e r Frequency

D i v i s i o n Mu l t i p l e Access) シ ン ポリレ （71 _S ) か ら構 成 さ れ る ス ロ ッ 卜 （0

5ms) 、 2 個 の ス ロ ッ 卜か ら構 成 さ れ る サ プ フ レー ム （1 ms) 、 0 個 の サ プ

フ レー ム か ら構 成 さ れ る 無 線 フ レー ム （1 0ms) が あ る 。 サ ブ フ レー ム と 同 じ

時 間 間 隔 で あ る 1 m s の こ と を 、 送 信 時 間 間 隔 （Transm i t T i e Interva l : T

ΤΙ ) と も 称 す る 。 周 波 数 領 域 に お い て は 、 U L C C の 帯 域 幅 に 応 じて 複 数 の

上 り リ ン ク の 物 理 リ ソ ー ス プ ロ ッ ク が 配 置 さ れ る 。 尚 、 1 個 の サ ブ キ ャ リア

と 1 個 の S C _ F D M Α シ ン ボ ル か ら構 成 さ れ る ュ ニ ッ 卜を 上 り リ ン ク リ ソ

— ス エ レ メ ン 卜と称 す る 。



[0079] 以下、上 りリンクの無線 フレーム内に割 り当て られる物理チャネルについ

て説明する。上 りリンクの各サブフレームには、 P U C C H、 P U S C H、

P R A C H および上 りリンク参照信号などが配置される。 P U C C H は、上

りリンクの帯域の両端の上 りリンクの物理 リソースプロック （左斜線でハ ッ

チングがされた領域）に配置される。各サブフレームでは、複数の P U C C

H が周波数多重および符号多重される。

[0080] P U S C H は、 P U C C H が配置される上 りリンクの物理 リソースプロッ

ク以外の上 りリンクの物理 リソースプロックペア （ハ ツチングがされない領

域）に配置される。 P U S C H の無線 リソースは、上 りリンクグラン トを用

いて割 り当て られ、 この上 りリンクグラン 卜を含む P D C C H が配置された

下 りリンクのサブフレームか ら所定の時間後 （例えば、4ms後、4サブフレー

厶後、4 T T I 後）の上 りリンクのサブフレームに配置される。各サブフレー

厶では、複数の P U S C H が周波数多重および空間多重される。

[0081 ] P R A C H が配置されるサブフレームおよび上 りリンクの物理 リソースプ

ロックを示す情報は、基地局装置によって報知される。上 りリンク参照信号

は、 ？ 1〇〇 1~1 ゃ ？ 1 3 〇 1 1 と時間多重される。例えば、 P U S C H と時間

多重される D M R S は、サプフレーム内の 4 番 目と 1 1 番 目の S C — F D M

A シンボルに配置される。

[0082] 上 りリンク参照信号は、 P U S C H と P U C C H と時間多重されて送信さ

れる。 P U S C H と上 りリンク参照信号が時間多重される場合は、上 りリン

ク参照信号は周波数領域において P U S C H が割 り当て られたのと同 じ周波

数帯域に配置され、時間領域において 4 番 目と 1 1 番 目の S C — F D M A シ

ンボルに配置される。

[0083] 以下、本発明の P U S C H 内の上 りリンクデータと上 りリンク制御情報の

配置について説明する。

[0084] 図 5 は、本発明の P U S C H で上 りリンクデータとA C K N A C K を同

時に送信する方法を説明する図である。図 5 において、横軸は時間領域であ

り、縦軸はマッピングする変調シンボル系列の並びを表 しており、周波数軸



に対応 したものではなく、各 S C _ F D M A シンボルごとにD F T 処理され

、周波数軸上で割り当てられたリソースにマッピングされる。 A C K / N A

C K の変調シンボルは、 3 番目と5 番目と 1 0 番目と 1 2 番目のS C —F D

M A シンボルに配置される。

[0085] 以下、 D L P C C の P D S C H に対するA C K / N A C K を第一のA C K

/ N A C K (第一の応答情報）、 1 つまたは複数のD L S C C の P D S C H

に対するA C K / N A C K を第二のA C K / N A C K (第二の応答情報）と

称する。具体的に3 番目のS C _ F D M A シンボルに着目すると、 3 番目の

S C - F D M A シンボルの下から順番に第一のA C K / N A C K の変調シン

ボル、第二のA C K / N A C K の変調シンボル、上りリンクデータの変調シ

ンボルの順番に時間多重され、 D F T 処理によって周波数領域の信号に変換

された後に、上りリンクグラン トで割り当てられた周波数帯域 （物理 リソ一

スプロック）に配置されることを示 している。

[0086] 上 りリンクデータ、第一のA C K / N A C K および第二のA C K / N A C

K は別々に符号化される。 A C K / N A C Κ の符号化ビッ卜系列および上り

リンクデータの符号化ビッ卜系列は、 P U S C Hの変調方式の変調多値数の

ビット数に分割 したものを変調シンボル （符号化シンボル）とみなされ図 5

のように並び替えられてから変調される。例えば、変調多値数は、Q P S K

変調では 「2 」であり、 1 6 Q A Mでは 「4 」であり、 6 4 Q A Mでは 「6

」である。

[0087] 尚、移動局装置 1 がD L P C C でのみ P D S C H を受信 した場合は、第二

のA C K / N A C K の変調シンボルは配置されず、図 5 の第二のA C K / N

A C K の変調シンボルが配置されている領域には上りリンクデータの変調シ

ンボルが配置される。第一のA C K / N A C K は、第二のA C K / N A C K

があるときとないときで同 じ符号化を行ない、図 5 の同 じ位置に並べられる

[0088] 尚、移動局装置 1 がD L P C C で P D S C H を受信せず、少なくとも 1 つ

のD L S C C で P D S C H を受信 した場合は、第一のA C K / N A C K と第



二 の A C K / N A C K の両方 が P U S C H で送信 され る。 この とき、 第一 の

A C K N A C K は N A C K を示 す。

[0089] 以 下、 本発 明の A C K / N A C K の ビッ ト数 を算 出す る方法 につ いて説 明

す る。

[0090] 本 発 明で は、 P U S C H で A C K / N A C K を送信 す る際 に用 い られ る A

C K / N A C K の ビッ 卜数 は、 基地局装 置 3 に移 動局装 置 1 が設 定 され た D

L C C の数 と、 1 つ の P D S C H に空 間多重 で きる下 り リンクデ ー タの最 大

数 を乗算 した値 であ る。 3 つ の D L C C を設 定 され、 1 つ の P D S C H に 2

つ までの下 り リンクデ ー タを空 間多重 す る ことがで きる場合 は、移 動局装 置

1 は 6 ビッ トの A C K / N A C K を生成 す る。 つ ま り、 D L C C で受信 され

る下 り リンクデ ー タそれ ぞれ に対 して A C K / N A C K が 1 ビッ 卜ずつ生成

され る。

[0091 ] 尚、 D L P C C で しか P D S C H を受信 しなか った場合 は、 第一 の A C K

/ N A C K のみ を生成 し、 第二 の A C K / N A C K を生成 しな い。移 動局装

置 1 は複数 の D L C C を設 定 され て いて も、 多 くの時 間 は プライマ リ一セル

(DL PCC とUL PCC) での通信 しか行 なわ な いため、 D L P C C で しか P D S

C H を受信 して いな い ときに D L S C C に対 す る A C K / N A C K を送信 し

な い よ うにす る ことで、 D L S C C で P D S C H を受信 して いな い にも係 ら

ず、 D L S C C に対 す る A C K / N A C K を送信 す る必要 がな くな るため P

U S C H の無線 リソー ス を効率 的 に使 うことがで きる。

[0092] 尚、 移 動局装 置 1 が D L P C C で P D S C H を受信 せ ず、 少な くとも 1 つ

の D L S C C で P D S C H を受信 した場合 は、 第一 の A C K / N A C K と第

二 の A C K / N A C K の両方 を生成 す る。 これ によ り、 D L P C C の P D S

C H で受信 したか しな いかで、 A C K / N A C K の符号化 や、 A C K / N A

C K の変調 シ ンボル のマ ッ ピングを変 え る必要 がな いため、移 動局装 置 1 の

構成 が簡 略化 で きる。

[0093] 尚、 移 動局装 置 1 が D L P C C で P D S C H を受信 せ ず、 少な くとも 1 つ

の D L S C C で P D S C H を受信 した場合 は、 第二 の A C K / N A C K のみ



生成 してもよい。この場合は、図 5 の第一のA C K / N A C K の変調シンポ

ルが配置される位置には上りリンクデータの変調シンボルが配置され、第二

のA C K / N A C K の変調シンボルは、第一のA C K / N A C K があるとき

と同 じ位置に配置される。これにより、第二のA C K / N A C K の変調シン

ボルが配置される位置が第一のA C K / N A C K があるかないかによらず同

じ位置に配置される。ゆえに、基地局装置 3 がD L P C C で送信 した P D S

C H を移動局装置 1 が復号処理 しなかった場合にも、基地局装置 3 は第二の

A C K / N A C K を正 しく受信することができる。

[0094] 尚、少なくとも 1 つのD L S C C で P D S C H を受信 しているが、設定さ

れたD L C C の一部で しか P D S C H を受信 しなかった場合は、設定された

D L C C のうち、 P D S C H を受信 しなかったD L 〇〇に対する八〇べ

N A C K をN A C K にセットする。また、設定されたD L C C で受信 した P

D S C Hで 1 つの下りリンクデータしか受信 しなかった場合は、この設定さ

れたD L C C に対 しては 1 ビットのA C K / N A C K のみ生成 し、もう 1 ビ

ッ卜のA C K / N A C K は予め決められた値にセッ卜する。

[0095] 例えば、移動局装置 1 が 3 つの設定されたD L C C のうち、 D L P C C

で下りリンクデータの受信を行なわず、第 1 のD L S C C で受信 した 2 つの

下りリンクデータの復号に成功 し、第 2 の設定されたD L S C C で受信 した

1 つの下りリンクデータの復号に失敗 した場合は、移動局装置 1 は第一のA

C K / N A C K の系列として 「0 0 」を、第二のA C K / N A C K の系列と

して 「1 1 0 0 」を生成する。

[0096] 尚、 A C K の場合はビットの値を 1 にセットし、 N A C K の場合はビット

の値を0 にセットする。このように移動局装置 1 が設定されたD L C C で下

りリンクデータを受信 しなかった場合にA C K / N A C K のビッ卜を予め決

められた値にセッ卜することで、基地局装置 3 は移動局装置 1 に下りリンク

データを送信 しなかったD L C C に対するA C K / N A C K が予め決められ

た値にセッ卜されていることがわかるため、残りの移動局装置 1 に送信 した

下りリンクデータに対するA C K / N A C K の受信精度が向上する。



[0097] 尚、 移 動局装 置 1 が A C K / N A C K の ビッ トを D L S C C 毎 に設 定 され

た D L S C C の番号順 に並べ る ことで、 基地局装 置 3 は A C K / N A C ベの

ビッ 卜が、 どの D L S C C で送信 した下 り リンクデ ー タに対 す るものであ る

か を正 しく認識 す る ことがで きる。

[0098] 尚、 A C K / N A C K の ビッ ト数 を、 基地局装 置 3 に移 動局装 置 1 が設 定

され た D L C C の数 と、 D L C C 毎 の P D S C H に空 間多重 で きる下 り リ

ンクデ ー タの最 大数 とか ら決 定 して もよい。例 えば、 P D S C H に 2 つ の下

り リンクデ ー タを空 間多重 で きる 1 つの D L C C と、 P D S C H で 1 つ の下

り リンクデ ー タ しか多重 で きな い 2 つの D L C C を設 定 され た移 動局装 置 1

は、 4 つの A C K / N A C K の ビッ トを生成 す る。

[0099] 尚、 A C K / N A C K の ビッ ト数 を、 ァ クテ ィべ 一 卜され た D L C C の数

と、 1 つの P D S C H に空 間多重 で きる下 り リンクデ ー タの最 大数 を乗算 し

た値 と して もよい。 D L C C 毎 の P D S C H に空 間多重 で きる下 り リンクデ

— 夕の最 大数 は下 り リンクデ ー タの送信 モー ド （例 えば、 MIMO SM、 送信 ダイ

バ 一 シチ） か ら決 まる。 尚、 A C K / N A C K の ビッ ト数 を、 ァ クテ ィべ 一

卜され た D L C C の数 か ら決 定 して もよい。

[01 00] 以 下、 本発 明の A C K / N A C K の変調 シ ンボル数 を算 出す る方法 につ い

て説 明す る。

[01 0 1 ] 本 発 明で は、 P U S C H で A C K / N A C K を送信 す る際 に用 い られ る A

C K / N A C K の変調 シ ンボル の数 は、 P U S C Η で送信 す る第一 の A C K

/ N A C K の ビッ ト数、 第二 の A C K / N A C K の ビッ ト数、 上 り リンクデ

- タの初期 送信 時 の無線 リソー スの量、 上 り リンクデ ー タの ビッ ト数 （トラ

ンスポ一 卜プ ロ ックサ イズ ：t ransport b lock s i ze) 、 基 地局装 置 3 によ つ

て設 定 され たオ フセ ッ トな どか ら求 まる。 （1 ) 式 は、 P U S C H で A C K

/ N A C K を送信 す る際 にもち い られ る A C K / N A C K の変調 シ ンボル の

数 を算 出す るため の式 であ る。

[01 02]



[ 数 1]

= び + Q"

Ceil( - ) ：括弧の中の数字を整数に切り上げる関数

0 ' ：DL PGG の PDSCH に対するACK/NACK のビット数

O" ：複数のDL SCC の PDSCH に対するAGK/NAGK のビット数

M PUSCH -initial : 初期送信のときにPUSCH に割り当てられた周波数帯域に含まれる
サブキャリアの数

N symb ：初期送信のときにPUSGH の送信に用いたSC- FDMA シンボルの数

offset ：基地局装置 3 によって設定される第一のACK/NACK に対するオフセットの値

Po k ：基地局装置 3 によって設定される第二のACK/NACK に対するオフセットの値

C-1
入 PUSCH で送信される上りリンクデータのビット数
r =

( 1 )

[01 03] Q ' は第一の A C K / N A C K の変調 シンボルの数である。 Q ' ' は第二

の A C K Z N A C K の変調 シンボルの数である。 Q ' ' ' は P U S C H で送

信 される第一の A C K / N A C K の変調 シンボルの数 と第二の A C K / N A

C K の変調 シンボルの数の和である。

[01 04] 0 ' は、本発明の移動局装置 1 が生成 した第一の A C K / N A C Κ の ビッ



卜数である。 0 ' ， は、本発明の移動局装置 1 が生成 した第二の A C K / N

A C K の ビッ ト数である。 尚、移動局装置 1 が D L P C C でのみ P D S C H

を受信 した場合は 0 ' ' は 「0 」 とする。

[01 05] 基地局装置 3 によって設定されるオ フセ ッ トの値 は、第一の A C K / N A

C K と第二の A C K / N A C K に対 して別 々に設定される。移動局装置 1 は

、基地局装置 3 によって設定された第一の A C K / N A C K のオ フセ ッ 卜と

第二の A C K Z N A C K のオ フセ ッ 卜の値 を用いて、第一の A C K Z N A C

K と第二の A C K / N A C K の送信 に用いる変調 シンボルの数 を別 々に計算

する。

[01 06] これ によ り、第一の A C K / N A C K の符号化方法 と第二の A C K / N A

C K の符号化方法 に性能の差がある場合 に、第一の A C K / N A C Κ と第二

の A C K / N A C K の送信 に用いる P U S C H の無線 リソースの量 を調整す

ることで、第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K の性能 を同 じ

になるよう調整することがで きる。

[01 07] 尚、第一の A C K / N A C K に対するオ フセ ッ トと第二の A C K / N A C

K に対するオ フセ ッ 卜を共通 に し、基地局装置 3 が第一の A C K / N A C Κ

と第二の A C K / N A C K の両方が 目標 の性能 を満たすように共通のオ フセ

ッ 卜を設定 し、移動局装置 1 に通知 してもよい。

[01 08] これ によ り、第一の A C K / N A C Κ と第二の A C K / N A C Κ の送信 に

用いる P U S C H の無線 リソースの量 を別 々に調整することがで きな くなる

が、基地局装置 3 が移動局装置 1 に通知する A C K / N A C K のオ フセ ッ 卜

に関する情報量が減 るため、下 りリンクの無線 リソースを節約することがで

きる。

[01 09] 図 5 に示 したように、 A C K / N A C K の変調 シンボルは 4 つの S C _ F

D M A シ ンボルのみに配置 されるため、 A C K / N A C K の変調 シンボル を

配置で きる最大の数 は、 P U S C H に割 り当て られた周波数帯域 に含 まれる

サ ブキャ リアの数の 4 倍である。図 5 において、 Q ' ' ' が A C K / N A C

K の変調 シンボル を配置で きる最大の数 を超 えた場合は、 D L S C C の P D



S C H に対する A C K / N A C K の変調 シンボル を配置する リソースエ レメ

ン 卜数か ら減 らしくてい く。

[01 10] つ ま り、 Q ' が A C K / N A C Κ の変調 シンボル を配置で きる最大の数 を

超 えない限 り、第一の A C K / N A C K の変調 シンボルの数 を減 らさない。

これによ り、 D L 〇〇の ？ 3 〇 1~1 に対する六〇 六〇 の性能 を保

つ ことがで きるため、 プライマ リ一セルの下 りリンクの通信の品質を保つ こ

とがで きる。 （2 ) 式は、 Q ' ' ' が、 A C K / N A C K の変調 シンボル を

配置で きる最大の数 を超 えないようにするための式である。 m ί n ( ) は

、括弧の中の複数の値の うち最 も小さい値 を出力する関数である。 N m a x

は、 A C K / N A C K の変調 シンボル を配置することがで きる最大の数であ

る。

[01 11] [ 数 2]

' " 二 min ' + Q" ， N 職 · . ·

[01 12] 尚、 Q ' ' ' が A C K / N A C K の変調 シンボル を配置で きる最大の数 を

超 えた場合 に、 D L P C C に対する A C K / N A C K の変調 シンボル を配置

する数か ら減 らしてもよい。 D L S C C が 4 つ設定されている場合は、 D L

3 〇〇の ？ 3 〇 1~1 に対する八〇 八〇 は 8 ビッ 卜あるため、 2 ビッ

卜しかない D L P C C の A C K / N A C K よ りも D L S C C の P D S C H

に対する A C K / N A C K を優先的に配置することで、 よ り多 くの P D S C

H に対する A C K / N A C K の性能 を落 とさずに送信することがで きる。

[01 13] ( 3 ) 式 と （4 ) 式は、 Q ' ， ， が A C K / N A C K の変調 シンボル を配

置で きる最大の数 を超 えた場合 に、 D L P C C に対する A C K / N A C K の

変調 シンボル を配置する数か ら減 らす場合の、 Q ' とQ ' ' を算 出するため

の式である。

[01 14]



[ 数 3]

( 3 )

[01 15] [ 数 4 ]

( 4 )

[01 16 ] 以 下 、 本 発 明 の A C K N A C K の 符 号 化 方 法 につ い て説 明 す る。

[01 17 ] 図 6 は、 本 発 明 の上 り リン クデ ー タ と A C K N A C Κ の符 号 化 方 法 につ

い て説 明 す る図 で あ る。 図 6 に お い て、 上 り リン クデ ー タ と、 第 一 の A C K

/ N A C K と、 第 二 の A C K / N A C K は別 々 に符 号 化 され る （ステ ップ S

0 0 ) 。 尚、 複 数 の D L S C C に対 す る第 二 の A C K / N A C K は とも に

符 号 化 され る。

[01 18 ] 上 り リン クデ ー タ は、 ター ボ符 号 化 が行 な わ れ る。 複 数 の D L S C C の P

3 〇 1~1 に対 す る 八 〇 八 〇 は、 リー ドマ ラ一 （Reed-Mu LLer) 符 号 に

よ る符 号 化 が行 な わ れ る。 D L 〇 〇の ？ 3 〇 1~1 に対 す る 八 〇 八 〇

K は、 反 復 符 号 な どを用 い た通 信 路 符 号 化 に よ って符 号 化 が行 な わ れ、 生成

され た符 号 化 ビ ッ 卜2 つ お きに予 め 決 め られ た値 の符 号 化 ビ ッ 卜を揷 入 す る

。 揷 入 され る予 め 決 め られ た値 の符 号 化 ビ ッ トの数 は、 P U S C H の 変 調 方

式 に よ って決 め る。

[01 19 ] P U S C H が 1 6 Q A M (Quadrature Amp l i tude Modu lat i on) で 変 調 され

る場 合 は、 生成 され た符 号 化 ビ ッ 卜2 つ お きに予 め 決 め られ た値 の符 号 化 ビ



ッ 卜を 2 つずっ揷入する。 P U S C H が 6 4 Q A M で変調 される場合は、生

成 された符号化 ビッ 卜2 つおきに予め決め られた値の符号化 ビッ 卜を 4 つず

っ揷入する。

[01 20] これ によ り、 P U S C H の変調方式にかかわ らず D L P C C の P D S C H

に対する A C K / N A C K の変調 シンボル には、 2 ビッ 卜の情報量 しか含 ま

れな くな り、 A C K / N A C K の変調 シンボルの信号点は 4 つに限定される

。 また、 この 4 つの信号点は、 1 6 Q A M や 6 4 Q A M の振幅が最大である

4 つの信号点 となるように符号化 ビッ トと信号点を対応付 ける。

[01 2 1 ] 例 えば、 P U S C H が 1 6 Q A M で変調 される場合は、 D L P C C の P D

3 〇 1~1 に対する八〇 八〇 の符号化 ビッ 卜の系列が 「1 1 0 1 1 0 」

の場合は、 この系列に予め決め られた値 （X ) の符号化 ビッ トが揷入され 「

1 χ χ θ 1 X X 1 0 」 （X は0または1の予め定め られた値） となる。 また、

「0 0 x x 」、 「0 1 x x 」、 「1 0 x x 」、 「1 1 x x 」 を 1 6 Q A M や

6 4 Q A M の振幅が最大である 4 つの信号点 と対応付 けてお く。 これによ り

、移動局装置 1 において A C K / N A C K 符号化 ビッ 卜を 1 6 Q A M や 6 4

Q A M で変調 しても、基地局装置 3 において、 A C K / N A C K の変調 シン

ボル をQ P S K と して扱 うことがで きる。以下、 この方法 を仮想 Q P S K と

称する。

[01 22] ステ ツプ S 0 0 で第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K を

符号化 した後 に、第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ ト系列の後 ろに、第

二の A C K Z N A C K の符号化 ビッ ト系列が結合 （多重）される （ステ ップ

S 1 0 1 ) 。

[01 23] 図 7 は、本発明の第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K を結

合する方法の一例 を示す図である。 P U S C H で送信する A C K / N A C K

の符号化 ビッ トの系列長 P ' ' ' は、 Q ' ' ' と P U S C H の変調多値数 m

の積である。 P U S C H で送信する第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

の系列長 P ' は、 Q ' と P U S C H の変調多値数 mの積である。 P U S C H

で送信する第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ トの系列長 P ' ' は、 Q '



， と P U S C H の変調多値数 mの積である。

[01 24] 図 7 において、 ステ ップ S 1 0 0 で符号化 された第一の A C K / N A C K

の符号化 ビッ ト系列長は、 P ' よ りも短い。 この場合は、 P ' と同 じビッ ト

数 になるまで第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜の先頭部分か ら繰 り返

し配置 される。

[01 25] 図 7 において、 ステ ップ S 1 0 0 で符号化 された第二の A C K / N A C K

の符号化 ビッ ト系列長は、 P ' ， よ りも長い。 この場合は、第二の A C K /

N A C K の符号化 ビッ 卜は先頭部分か ら P ' ' の数 までの一部分が切 り取 ら

れる。つまり、第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ トの P ' ' を越 える末

尾部分は P U S C H で送信 されない。

[01 26] このように先頭か ら繰 り返 された、 または先頭部分か ら切 り取 られた第一

の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜および第二の A C K / N A C K の符号化

ビッ 卜が結合 される。

[01 27] ステ ップ S 1 0 0 とステ ップ S 1 0 1 の後 に、上 りリンクデータの符号化

ビッ 卜とA C K / N A C K の符号化 ビッ 卜を図 5 のように並び替える （ステ

ップ S 1 0 2 ) 。最初 に、図 5 の D M R S 以外の領域 に上 りリンクデータの

符号化 ビッ トを並べ る。次 に、図 5 の A C K / N A C K の領域 に配置 された

上 りリンクデータの符号化 ビッ 卜を、第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ

卜および/ または第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に置 き換 えてい く

[01 28] 尚、 D L P C C で しか P D S C H を受信 しなか った場合は、第一の A C K

/ N A C K に関する符号化処理のみ行ない、第二の A C K / N A C K に関す

る符号化処理 は行なわない。

[01 29] 以下、本発明の移動局装置 1 の装置構成 について説明する。

[01 30] 図 8 は、本発明の移動局装置 1 の構成 を示す概略 プロック図である。図示

するように、移動局装置 1 は、上位層処理部 1 0 1 、制御部 1 0 3 、受信部

1 0 5 、送信部 1 0 7 および、送受信 アンテナ 1 0 9 を含んで構成 される。

上位層処理部 1 0 1 は、無線 リソー ス制御部 1 0 1 1 、 H A R Q 制御部 1 0



1 3 と A C K / N A C K 生 成 部 1 0 1 5 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 受 信 部 1 0 5

は 、 復 号 化 部 1 0 5 1 、 復 調 部 1 0 5 3 、 多 重 分 離 部 1 0 5 5 、 無 線 受 信 部

0 5 7 と チ ャ ネ ル 測 定 部 1 0 5 9 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 送 信 部 1 0 7 は 、

符 号 化 部 1 0 7 1 、 変 調 部 1 0 7 3 、 多 重 部 1 0 7 5 、 無 線 送 信 部 1 0 7 7

と 上 り リ ン ク 参 照 信 号 生 成 部 1 0 7 9 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

[01 3 1 ] 上 位 層 処 理 部 1 0 1 は 、 ユ ー ザ の 操 作 等 に よ り生 成 さ れ た 上 り リ ン ク デ 一

タ を 、 送 信 部 1 0 7 に 出 力 す る 。 ま た 、 上 位 層 処 理 部 1 0 1 は 、 媒 体 ァ ク セ

ス 制 御 （MAC : Med i um Access Cont r o l ) 層 、 バ ケ ツ 卜デ ー タ 統 合 プ ロ 卜コ ル

(Packet Data Convergence Protoco l : PDCP) 層 、 無 線 リ ン ク 制 御 (Rad i o

i n k Cont r o l : RLC) 層 、 無 線 リ ソ ー ス 制 御 (Rad i o Resource Cont r o l : RRC)

層 の 処 理 を 行 な う。 ま た 、 上 位 層 処 理 部 1 0 1 は P D C C H で 受 信 さ れ た 下

り リ ン ク 制 御 情 報 な ど に 基 づ き、 受 信 部 1 0 5 、 お よ び 送 信 部 1 0 7 の 制 御

を 行 な う た め に 制 御 情 報 を 生 成 し、 制 御 部 1 0 3 に 出 力 す る 。

[01 32] 上 位 層 処 理 部 1 0 1 が 備 え る 無 線 リ ソ ー ス 制 御 部 1 0 1 1 は 、 自 装 置 の 各

種 設 定 情 報 の 管 理 を 行 な う。 例 え ば 、 無 線 リ ソ ー ス 制 御 部 1 0 1 1 は 、 設 定

さ れ た C C の 管 理 を 行 な う。 ま た 、 無 線 リ ソ ー ス 制 御 部 1 0 1 1 は 、 上 り リ

ン ク の 各 チ ャ ネ ル に 配 置 さ れ る 情 報 を 生 成 し、 送 信 部 1 0 7 に 出 力 す る 。

[01 33] 上 位 層 処 理 部 1 0 1 が 備 え る H A R Q 制 御 部 1 0 1 3 は 、 下 り リ ン ク デ 一

夕 の H A R Q の 制 御 を 行 な う。 H A R Q 制 御 部 1 0 1 3 は 、 受 信 した 下 り リ

ン ク デ ー タ の 復 号 に 成 功 した 場 合 は 、 六 〇 べ 〜 六 〇 生 成 部 1 0 1 5 に A

C K を 生 成 し基 地 局 装 置 3 に 送 信 す る よ う 指 示 し、 受 信 した 下 り リ ン ク デ 一

タ の 復 号 に 失 敗 した 場 合 は 、 A C K / N A C K 生 成 部 1 0 1 5 に N A C K を

生 成 し基 地 局 装 置 3 に 送 信 す る よ う 指 示 す る 。

[01 34] H A R Q 制 御 部 1 0 1 3 は 、 下 り リ ン ク デ ー タ の 復 号 に 失 敗 した 場 合 は 下

り リ ン ク デ ー タ を H A R Q バ ッ フ ァ に 保 持 して お き、 基 地 局 装 置 3 に よ っ て

再 送 信 さ れ た 下 り リ ン ク デ ー タ を 受 信 した 際 に 、 再 送 信 さ れ た 下 り リ ン ク デ

— 夕 と H A R Q バ ッ フ ァ に 保 持 さ れ て い る 下 り リ ン ク デ ー タ を 合 成 して 復 号

処 理 を 行 な う。



[01 35] 上 位 層 処理 部 1 0 1 が備 え る A C K / N A C K 生成 部 1 0 1 5 は、 H A R

Q 制 御 部 1 0 1 3 の指 示 に従 って A C Κ また は N A C Κ を生成 し、 A C K /

N A C K の ビッ 卜を並 べ 替 え る。 A C K / N A C K 生成 部 1 0 1 5 は、 D L

P C C で のみ 下 り リンクデ ー タ を受信 した場 合 は第 一 の A C K / N A C ベの

み 生成 し、 少 な くとも 1 つ の D L S C C で 下 り リンクデ ー タ を受信 した場 合

は、 第 一 の A C K / N A C K と第 二 の A C K / N A C K を生成 す る。

[01 36] 尚、 少 な くとも 1 つ の D L S C C で 下 り リンクデ ー タ を受信 した が、 一部

の D L C C (DL PCCや DL SCC) で下 り リンクデ ー タ を受信 しな か った場 合 は

、 A C K / N A C K 生成 部 1 0 1 5 は、 A C K / N A C K を N A C K と して

生成 す る。

[01 37] A C K / N A C K 生成 部 1 0 1 5 は、 P U S C H で A C K / N A C K を送

信 す る際 の A C K / N A C K の変調 シ ンボル の数 を計 算 し、 計 算 した変調 シ

ンボル数 の A C K / N A C Κ変調 シ ンボル を生成 し、 A C K / N A C K と上

り リンクデ ー タ を とも に P U S C H で送信 す る よ う、 送信 部 1 0 7 の制 御 を

行 な うため に制 御 情 報 を生成 し、 制 御 部 1 0 3 に 出力 す る。

[01 38] 制 御 部 1 0 3 は、 上位 層 処理 部 1 0 1 か らの制 御 情 報 に基 づ いて、 受信 部

1 0 5 、 お よび送信 部 1 0 7 の制 御 を行 な う制 御 信 号 を生成 す る。 制 御 部 1

0 3 は、 生成 した制 御 信 号 を受信 部 1 0 5 、 お よび送信 部 1 0 7 に 出力 して

受信 部 1 0 5 、 お よび送信 部 1 0 7 の制 御 を行 な う。

[01 39] 受信 部 1 0 5 は、 制 御 部 1 0 3 か ら入 力 され た制 御 信 号 に従 って、 送 受信

ア ンテ ナ 1 0 9 を介 して基 地 局装 置 3 か ら受信 した受信 信 号 を、 分離 、 復 調

、 復 号 し、 復 号 した情 報 を上位 層 処理 部 1 0 1 に 出力 す る。

[0140] 無 線 受信 部 1 0 5 7 は、 送 受信 ア ンテ ナ 1 0 9 を介 して受信 した下 り リン

クの信 号 を、 中間周 波数 に変換 し （ダ ウ ンコ ンバ ー ト：down covert) 、 不 要

な周 波数 成 分 を除去 し、 信 号 レベ ル が適切 に維 持 され る よ うに増 幅 レベ ル を

制 御 し、 受信 した信 号 の 同相 成 分 お よび 直交成 分 に基 づ いて、 直交復 調 し、

直交復 調 され た アナ ログ信 号 をデ ィジ タル信 号 に変換 す る。 無線 受信 部 1 0

5 7 は、 変換 したデ ィジ タル信 号 か らガー ドイ ンタ一バ ル （Guard Interva l :



GI) に相 当す る部 分 を除去 し、 ガー ドイ ンタ一バル を除去 した信 号 に対 して

高速 フー リエ変換 （Fast Four i e r Transform: FFT) を行 な い、 周波数領 域 の

信 号 を抽 出す る。

[0141 ] 多 重 分離部 1 0 5 5 は、 抽 出 した信 号 を P H I C H 、 P D C C H 、 P D S

C H 、 お よび下 り リンク参 照信 号 に、 それ ぞれ分離 す る。 尚、 この分離 は、

下 り リンクアサ イ ンメ ン 卜で通知 され た無線 リソー スの割 り当て情報 な どに

基 づ いて行 なわれ る。 また、 多重分離部 1 0 5 5 は、 チ ャ ネ ル 測 定部 1 0 5

9 か ら入力 され た伝搬路 の推 定値 か ら、 P H I C H と P D C C H と P D S C

H の伝搬路 の補償 を行 な う。 また、 多重分離部 1 0 5 5 は、 分離 した下 り リ

ンク参 照信 号 をチ ャネル測 定部 1 0 5 9 に出力 す る。

[0142] 復 調 部 1 0 5 3 は、 P H I C H に対 して対応 す る符号 を乗算 して合成 し、

合成 した信 号 に対 して B P S K ( B i nary Phase Sh i f t Key i ng) 変 調 方 式 の復

調 を行 な い、復 号化部 1 0 5 へ 出力 す る。復 号化部 1 0 5 1 は、 自装 置 宛

ての P H I C H を復 号 し、復 号 した H A R Q イ ンデ ィケ一 タを上位 層処理部

1 0 1 に出力 す る。復調部 1 0 5 3 は、 P D C C H に対 して、 Q P S K 変調

方 式 の復調 を行 な い、復 号化部 1 0 5 へ 出力 す る。復 号化部 1 0 5 1 は、

P D C C H の プライ ン ドデ コ一デ ィングを試 み、 ブライ ン ドデ コーデ ィング

に成功 した場合、復 号 した下 り リンク制御情報 と下 り リンク制御情報 に含 ま

れ て いた R N T I を上位 層処理部 1 0 1 に出力 す る。

[0143] 復 調 部 1 0 5 3 は、 P D S C H に対 して、 Q P S K (Quadrature Phase Sh

i f t Key i ng) 、 1 6 Q A M (Quadrature Am l i tude Modu lat i on) 、 6 4 Q A

M 等 の下 り リンクアサ イ ンメ ン トで通知 され た変調 方 式 の復調 を行 な い、復

号化部 1 0 5 1 へ 出力 す る。復 号化部 1 0 5 1 は、 下 り リンク制御情報 で通

知 され た符号化率 に関す る情報 に基 づ いて復 号 を行 な い、復 号 した下 り リ ン

クデ ー タ （トラ ン ス ポ一 卜プ ロ ック） を上位 層処理部 1 0 1 へ 出力 す る。

[0144] チ ャネル測 定部 1 0 5 9 は、 多重分離部 1 0 5 5 か ら入力 され た下 り リン

ク参 照信 号 か ら下 り リ ン ク の パ ス ロ ス や チ ヤ ネ ル の 状 態 を測 定 し、 測 定 した

パ ス ロスや チ ャネル の状 態 を上位 層処理部 1 0 1 へ 出力 す る。 また、 チ ヤネ



ル測定部 1 0 5 9 は、 下 り リンク参照信号 か ら下 り リンクの伝搬路 の推 定値

を算 出 し、 多重分離部 1 0 5 5 へ 出力す る。

[0145] 送信部 1 0 7 は、制御部 1 0 3 か ら入力 された制御信号 に従 って、上 り リ

ンク参照信号 を生成 し、上位層処理部 1 0 1 か ら入力 された上 り リンクデ一

タゃ上 り リンク制御情報 を符号化 および変調 し、 P U C C H 、 P U S C H 、

および生成 した上 り リンク参照信号 を多重 し、送受信 ア ンテナ 1 0 9 を介 し

て基地局装置 3 に送信 す る。

[0146] 符 号化部 1 0 7 1 は、 上位層処理部 1 0 1 か ら入力 された上 り リンク制御

情報 を畳込み符号化、 プロック符号化等 の符号化 を行 ない、上 り リンクデー

タを上 り リンクグラ ン トで通知 された符号化率 に関す る情報 に基 づいて タ一

ボ符号化 を行 な う。

[0147] 符 号化部 1 0 7 1 は、 A C K / N A C K を上 り リンクデー タ とともに P U

S C H で送信 す る場合 は、制御部 1 0 3 か ら入力 された制御信号 に従 って、

A C K / N A C K と上 り リンクデー タを図 6 の よ うに符号化 し、 A C K / N

A C K と上 り リンクデー タの符号化 ビッ 卜を図 5 の よ うに並べ替 える。

[0148] 変調部 1 0 7 3 は、 符号化部 1 0 7 か ら入力 された符号化 ビッ 卜を B P

S K 、 Q P S K 、 1 6 Q A M 、 6 4 Q A M 等 の下 り リンク制御情報 で通知 さ

れた変調方式 または、 チ ャネル毎 に予め定め られた変調方式で変調 す る。変

調部 1 0 7 3 は、 上 り リンクグラ ン トで通知 された空 間多重 され る系列の数

と、 この系列 に対 して行 な うブ リコ一デ ィングを指示 す る情報 に基 づいて、

M I M O S M を用 いる ことによ り同一の P U S C H で送信 され る複数 の上 り

リンクデー タの変調 シ ンボル の系列 を、 同一の P U S C H で送信 され る上 り

リンクデー タの数 よ りも多 い複数 の系列 にマ ツビング し、 この系列 に対 して

プ レコ一テ ィンク (precod i ng) を な う。

[0149] 上 り リンク参照信号生成部 1 0 7 9 は、 基地局装置 3 を識別 す るための物

理 セル識別子 （phys i ca l ce LL i dent i ty: PCI、 Ce LL I Dな どと称 す る）、 上

り リンク参照信号 を配置 す る帯域幅、上 り リンクグラ ン トで通知 されたサ イ

ク リックシ フ 卜な どを基 に予め定め られた規則 で求 まる、基地局装置 3 が既



知 の 系 列 を 生 成 す る 。 多 重 部 1 0 7 5 は 、 制 御 部 1 0 3 か ら入 力 さ れ た 制 御

信 号 に 従 っ て 、 P U S C H の 変 調 シ ン ボ ル を 並 列 に 並 び 替 え て か ら離 散 フ 一

リエ 変 換 (D i screte Four i e r Transform: DFT) し、 P U C C H と P U S C H

の 信 号 と 生 成 した 上 り リ ン ク 参 照 信 号 を 送 信 ア ン テ ナ ポ 一 卜毎 に 多 重 す る 。

[01 50] 無 線 送 信 部 1 0 7 7 は 、 多 重 さ れ た 信 号 を 逆 高 速 フ ー リエ 変 換 （Inverse F

ast Four i e r Transform: IFFT) して 、 S C _ F D M A 方 式 の 変 調 を 行 な い 、

S C - F D M A 変 調 さ れ た S C _ F D M A シ ン ボ ル に ガ 一 ドィ ン タ 一 バ ル を

付 加 し、 ベ ー ス バ ン ドの デ ィ ジ タ ル 信 号 を 生 成 し、 ベ ー ス バ ン ドの デ ィ ジ タ

ル 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 し、 ア ナ ロ グ 信 号 か ら 中 間 周 波 数 の 同 相 成 分 お

よ び 直 交 成 分 を 生 成 し、 中 間 周 波 数 帯 域 に 対 す る 余 分 な 周 波 数 成 分 を 除 去 し

、 中 間 周 波 数 の 信 号 を 高 周 波 数 の 信 号 に 変 換 （ア ッ プ コ ン バ ー ト： up conver

t ) し、 余 分 な 周 波 数 成 分 を 除 去 し、 電 力 増 幅 し、 送 受 信 ア ン テ ナ 1 0 9 に 出

力 して 送 信 す る 。

[01 5 1] 以 下 、 本 発 明 の 基 地 局 装 置 3 の 装 置 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

[01 52] 図 9 は 、 本 発 明 の 基 地 局 装 置 3 の 構 成 を 示 す 概 略 プ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 示

す る よ う に 、 基 地 局 装 置 3 は 、 上 位 層 処 理 部 3 0 、 制 御 部 3 0 3 、 受 信 部

3 0 5 、 送 信 部 3 0 7 、 お よ び 、 送 受 信 ア ン テ ナ 3 0 9 、 を 含 ん で 構 成 さ れ

る 。 ま た 、 上 位 層 処 理 部 3 0 は 、 無 線 リ ソ ー ス 制 御 部 3 0 1 1 、 H A R Q

制 御 部 3 0 3 と A C K / N A C K 検 出 部 3 0 5 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。 ま

た 、 受 信 部 3 0 5 は 、 復 号 化 部 3 0 5 1 、 復 調 部 3 0 5 3 、 多 重 分 離 部 3 0

5 5 、 無 線 受 信 部 3 0 5 7 と チ ャ ネ ル 測 定 部 3 0 5 9 を 含 ん で 構 成 さ れ る 。

ま た 、 送 信 部 3 0 7 は 、 符 号 化 部 3 0 7 1 、 変 調 部 3 0 7 3 、 多 重 部 3 0 7

5 、 無 線 送 信 部 3 0 7 7 と 下 り リ ン ク 参 照 信 号 生 成 部 3 0 7 9 を 含 ん で 構 成

さ れ る 。

[01 53] 上 位 層 処 理 部 3 0 は 、 媒 体 ア ク セ ス 制 御 （MAC : Med i um Access Cont r o l

) ノ《ケ ッ 卜デ ー タ 統 合 プ ロ 卜コ リレ (Packet Data Convergence Protoco l :

PDCP) 層 、 無 線 リ ン ク 制 御 (Rad i o L i n k Cont r o l : RLC) 層 、 無 線 リ ソ ー ス

制 御 （Rad i o Resource Cont r o l : RRC) 層 の 処 理 を 行 な う。 ま た 、 上 位 層 処 理



部 3 0 は、受信部 3 0 5 、 および送信部 3 0 7 の制御 を行なうために制御

情報 を生成 し、制御部 3 0 3 に出力する。

[01 54] 上位層処理部 3 0 1 が備える無線 リソ一ス制御部 3 0 1 1 は、下 りリンク

の P D S C H に配置される下 りリンクデータ、 R R C シグナル、 M A C C E

(Cont r o l Element) を生成 し、 または上位 ノー ドか ら取得 し、 H A R Q制御

部 3 0 3 に出力する。 また、無線 リソー ス制御部 3 0 1 1 は、移動局装置

1 各々の各種設定情報の管理 をする。例えば、無線 リソー ス制御部 3 0 1

は、移動局装置 1 に設定 したC C の管理などを行なう。

[01 55] 上位層処理部 3 0 が備える H A R Q制御部 3 0 1 3 は、下 りリンクデ一

夕の H A R Q の制御 を行なう。 H A R Q制御部 3 0 1 3 は、無線 リソース制

御部 3 0 か ら取得 した下 りリンクデータを H A R Q バ ッファに保持 して

おき、 H A R Q バ ッファに保持 している下 りリンクデータに対 して移動局装

置 1 か らN A C K を受信 した場合には、保持 している下 りリンクデ一タを送

信部 3 0 7 に出力 し、再送信するよう制御 を行なうために制御情報 を生成 し

、制御部 3 0 3 に出力する。

[01 56] 上位層処理部 3 0 1 が備えるA C K / N A C K 検 出部 3 0 1 5 は、受信部

3 0 5 の A C K / N A C K の復号処理の制御 を行なうために制御情報 を生成

し、制御部 3 0 3 に出力する。 A C K / N A C K 検 出部 3 0 1 5 は、移動局

装置 1 に設定 した下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァの数などか ら移動局装

置 1 が送信 した A C K / N A C K の ビッ 卜系列の ビッ 卜数、および P U S C

H に配置されるA C K / N A C K の変調シンボル数 を計算する。

[01 57] A C K / N A C K 検 出部 3 0 1 5 は、 D L P C C のみで下 りリンクデータ

を移動局装置 1 に送信 した場合には、 ？ 1 3 〇 1~1 に第_ の 六〇 六〇

のみ含 まれてお り、第二の A C K / N A C K は含 まれていないと判断する。

A C K / N A C K 検 出部 3 0 1 5 は、下 りリンクデータを移動局装置 1 に送

信 していない D L C C に対するA C K / N A C K は N A C K にセ ッ 卜されて

いると判断する。

[01 58] A C K / N A C K 検 出部 3 0 1 5 は、算出 した A C K / N A C K の変調シ



ンボル数 にも とづ いて、 P U S C H に含 まれ る A C K / N A C K の変調 シ ン

ボル を分離 し、 第一 の A C K / N A C K と第二 の A C K / N A C K を別 々に

復 号 す るよ う、制御部 3 0 3 を介 して受信部 3 0 5 を制御 す る。

[01 59] 制 御 部 3 0 3 は、 上位 層処理部 3 0 か らの制御情報 に基 づ いて、 受信部

3 0 5 、 お よび送信部 3 0 7 の制御 を行 な う制御信 号 を生成 す る。制御部 3

0 3 は、 生成 した制御信 号 を受信部 3 0 5 、 お よび送信部 3 0 7 に出力 して

受信部 3 0 5 、 お よび送信部 3 0 7 の制御 を行 な う。

[01 60] 受信 部 3 0 5 は、制御部 3 0 3 か ら入力 され た制御信 号 に従 って、 送 受信

ア ンテ ナ 3 0 9 を介 して移 動局装 置 1 か ら受信 した受信信 号 を分離、復調、

復 号 し、復 号 した情報 を上位 層処理部 3 0 に出力 す る。 無線 受信部 3 0 5

7 は、 送 受信 ア ンテ ナ 3 0 9 を介 して受信 され た上 り リンクの信 号 を、 中間

周波数 に変換 し （ダ ウ ンコ ンパ 一 卜：down covert) 、 不 要 な周波数成 分 を除

去 し、信 号 レベル が適切 に維 持 され るよ うに増 幅 レベル を制御 し、 受信 され

た信 号 の同相成 分 お よび 直交成 分 に基 づ いて、 直交復調 し、 直交復調 され た

アナ ログ信 号 をデ ィジ タル信 号 に変換 す る。

[01 6 1 ] 無 線 受信部 3 0 5 7 は、 変換 したデ ィジ タル信 号 か らガ一 ドイ ンタ一バル

(Guard Interva l : GI) に相 当す る部 分 を除去 す る。 無線 受信部 3 0 5 7 は

、 ガー ドイ ンタ一バル を除去 した信 号 に対 して高速 フー リエ変換 （Fast Four

i e r Transform: FFT) を行 な い、 周波数領 域 の信 号 を抽 出 し多重分離部 3 0

5 5 に出力 す る。

[01 62] 多重 分離部 3 0 5 5 は、 無線 受信部 3 0 5 7 か ら入力 され た信 号 を P U C

C H 、 P U S C H 、 上 り リンク参 照信 号 な どの信 号 に分離 す る。 尚、 この分

離 は、 予め基地局装 置 3 が無線 リソー ス制御部 3 0 1 1 で決 定 し、 各移 動局

装 置 1 に通知 した上 り リンクグラ ン トに含 まれ る無線 リソー スの割 り当て情

報 に基 づ いて行 なわれ る。 多重分離部 3 0 5 5 は、 チ ャネル測 定部 3 0 5 9

か ら入力 され た伝搬路 の推 定値 か ら、 P U C C H と P U S C H の伝搬路 の補

償 を行 な う。 また、 多重分離部 3 0 5 5 は、 分離 した上 り リンク参 照信 号 を

チ ャネル測 定部 3 0 5 9 に出力 す る。



[01 63] 復調部 3 0 5 3 は、 P U S C H を逆離散 フー リエ変換 （Inverse Di screte

Four i e r Transform: IDFT) し、変調 シ ンボル を取得 し、 P U C C H と P U S

C H の変調 シ ンボル それぞれ に対 して、 B P S K (Bi nary Phase Sh i f t Key i

ng) 、 Q P S K 、 1 6 Q A M、 6 4 Q A M 等の予め定め られた、 または自装

置が移動局装置 1 各 々に上 りリンクグラン トで予め通知 した変調方式 を用い

て受信信号の復調 を行な う。復調部 3 0 5 3 は、制御部 3 0 3 か ら入力 され

た制御信号 に従 って、 P U S C H に含 まれ る上 りリンクデータの変調 シ ンポ

ル と第一の A C K / N A C K の変調 シ ンボル と第二の A C K / N A C K の変

調 シ ンボル を分離 する。

[01 64] 復調部 3 0 5 3 は、移動局装置 1 各 々に上 りリンクグラン トで予め通知 し

た空間多重 され る系列の数 と、 この系列 に対 して行な うブ リコ一デ ィングを

指示する情報 に基づいて、 M I M O S M を用いることによ り同一の P U S C

H で送信 された複数 の上 りリンクデータの変調 シ ンボル を分離 する。

[01 65] 復号化部 3 0 5 1 は、復調 された上 りリンク制御情報 と上 りリンクデータ

の符号化 ビッ トを、予め定め られた符号化方式の、予め定め られた、 または

自装置が移動局装置 1 に上 りリンクグラン トで予め通知 した符号化率 で復号

を行ない、復号 した上 りリンクデータと、上 りリンク制御情報 を上位層処理

部 3 0 1 へ 出力する。 P U S C H が再送信 の場合 は、復号化部 3 0 5 1 は、

上位層処理部 3 0 か ら入力 され る H A R Q バ ッファに保持 している符号化

ビッ 卜と、復調 された符号化 ビッ 卜を用いて復号 を行な う。

[01 66] 復号化部 3 0 5 1 は、第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K

の符号化 ビッ トを別 々に復号する。 チ ャネル測定部 3 0 5 9 は、多重分離部

3 0 5 5 か ら入力 された上 りリンク参照信号か ら伝搬路 の推定値、 チ ャネル

の品質な どを測定 し、多重分離部 3 0 5 5 および上位層処理部 3 0 に出力

する。

[01 67] 送信部 3 0 7 は、制御部 3 0 3 か ら入力 された制御信号 に従 って、下 りリ

ンク参照信号 を生成 し、上位層処理部 3 0 か ら入力 された H A R Q イ ンデ

ィケ一タ、下 りリンク制御情報、下 りリンクデータを符号化、 および変調 し



、 P H I C H 、 P D C C H 、 P D S C H 、 お よび下 り リ ン ク参 照信 号 を多重

して、 送 受信 ア ンテ ナ 3 0 9 を介 して移 動局装 置 1 に信 号 を送信 す る。

[01 68] 符 号 化部 3 0 7 1 は、 上位 層処理部 3 0 1 か ら入力 され た H A R Q イ ンデ

ィケ一 タ、 下 り リンク制御情報、 お よび下 り リンクデ ー タを、 プ ロ ック符号

化、畳 込 み符号化、 ターボ符号化等 の予め定め られ た符号化方 式 を用 いて符

号化 を行 な う、 また は無線 リソ ー ス制御部 3 0 1 1 が決 定 した符号化方 式 を

用 いて符号化 を行 な う。 変調部 3 0 7 3 は、 符号化部 3 0 7 1 か ら入力 され

た符号化 ビッ トを B P S K 、 Q P S K 、 1 6 Q A M 、 6 4 Q A M 等 の予め定

め られ た、 また は無線 リソ ー ス制御部 3 0 が決 定 した変調 方 式 で変調 す

る。

[01 69] 下 り リン ク参 照信 号 生成部 3 0 7 9 は、 基地局装 置 3 を識 別 す るため の物

理 セル識 別 子 （PCI) な どを基 に予め定め られ た規 則 で求 まる、移 動局装 置 1

が既 知 の系列 を下 り リンク参 照信 号 と して生成 す る。 多重部 3 0 7 5 は、 変

調 され た各 チ ャネル の変調 シ ンボル と生成 され た下 り リンク参 照信 号 を多重

す る。

[01 70] 無 線 送信部 3 0 7 7 は、 多重 され た変調 シ ン ボ ル な どを逆 高速 フ ー リエ 変

換 (Inverse Fast Four i e r Transform: IFFT) して、 O F D M 方 式 の変言周を

行 な い、 0 F D M 変調 され た 0 F D M シ ンボル にガ一 ドィ ンタ一バル を付加

し、 ベ 一 スバ ン ドのデ ィジ タル信 号 を生成 し、 ベ 一 スバ ン ドのデ ィジ タル信

号 をアナ ログ信 号 に変換 し、 アナ ログ信 号 か ら中間周波数 の同相成 分 お よび

直交成 分 を生成 し、 中間周波数 帯域 に対 す る余分 な周波数成 分 を除去 し、 中

間周波数 の信 号 を高周波数 の信 号 に変換 （ア ップコ ンバ ー ト：up convert)

し、 余分 な周波数成 分 を除去 し、 電力増 幅 し、 送 受信 ア ンテ ナ 3 0 9 に出力

して送信 す る。

[01 7 1 ] この よ うに、 本発 明 によれ ば、複数 の C C を用 いて移 動局装 置 1 と基地局

装 置 3 が無線 通信 を行 な う無線 通信 シ ス テ ム において、移 動局装 置 1 は、 D

L P C C (第 一 の下 り リンクコ ンポー ネ ン トキ ャ リア） で受信 した 1 つ また

は複数 の下 り リンクデ ー タの復 号 の成 否 を示 す 1 つ また は複数 の第一 の A C



K / N A C K (第一の応答情報）をともに符号化 し、複数の D L S C C (第

二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァ）で受信 した下 りリンクデータの復

号の成否を示す複数の第二の A C K / N A C K (第二の応答情報）をともに

符号化 し、第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K を同 じP U S

C H (上 りリンクデータ送信用チャネル）で送信 し、基地局装置 3 は、 P U

S C H を受信 し、第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K の復号

処理 を別 々に行な う。

[01 72] また、本発明によれば、移動局装置 1 は、 D L 〇〇でのみ ？0 3 〇 1~1 を

受信 した場合 に、第一の A C K / N A C K のみ生成 し、 P U S C H で送信す

る。

[01 73] これ によ り、下 りリンクデータが少ないときは D L P C C の P D S C H の

みを用いて基地局装置 3 と移動局装置 1 が下 りリンクの通信 を行な うことで

、移動局装置 1 は D L S C C の P D S C H に対する第二の A C K / N A C K

を P U S C H で送信 しな くなるため、 P U S C H の無線 リソースを効率的に

上 りリンクデータの送信のために用いることがで きる。

[01 74] また、下 りリンクデータが多いときは D L P C C と複数の D L S C C を

用いて複数の P D S C H を同時に用いて基地局装置 3 と移動局装置 1 が通信

を行な う。 この とき、複数の D L S C C に対する複数の第二の A C K / N A

C K をともに符号化することで、複数の第二の A C K / N A C K を別 々に符

号化するよ りも第二の A C K / N A C K の性能が向上する。

[01 75] また、基地局装置 3 が D L P C C と 1 つ または複数の D L S C C を用い

て複数の P D S C H を移動局装置 1 に送信 したが、移動局装置 1 が D L P C

C のみで しか P D S C H を受信 しなか った場合 に、移動局装置 1 は D L S C

C の P D S C H を受信 した ときと同 じ方法で第一の A C K / N A C K を符号

化 し、マ ッピング方法 を適用するため、基地局装置 3 は第一の A C K / N A

C K を正 しく受信することがで きる。

[01 76] また、本実施形態は、以下のような態様 を採 ることも可能である。すなわ

ち、本実施形態の無線通信 システムは、複数のコンポ一ネン 卜キャ リアを用



いて移動局装置 と基地局装置が無線通信 を行な う無線通信 システムであ って

、前記移動局装置は、第一の下 りリンクコンポーネン トキャ リアで受信 した

1 つ または複数の下 りリンクデータの復号の成否を示す 1 つ または複数の第

—の応答情報 をともに符号化 し、複数の第二の下 りリンクコンポ一ネン トキ

ャ リァで受信 した下 りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情

報 をともに符号化 し、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を同 じ上 り

リンクデータ送信用チャネルで送信 し、前記基地局装置は、前記上 りリンク

データ送信用チャネル を受信 し、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報

の復号処理 を別 々に行な うことを特徴 と している。

[01 77] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記基地局装置

が、移動局装置毎 に 1 つの前記第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リアと

複数の前記第二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァを設定することを特徴

と している。

[01 78] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することがで きる第一の応

答情報の符号化 ビッ 卜数 と、前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信す

ることがで きる第二の応答情報の符号化 ビッ 卜数 を別 々に算出することを特

徴 と している。

[01 79] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、前記上 りリンクデータ送信用チャネルで送信することがで きる応答情報

の ビッ 卜数 を、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報の符号化 ビッ 卜の

和が超 えて しまった場合 に、前記第一の応答情報の符号化 ビッ 卜を優先的に

前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することを特徴 と している。

[01 80] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、前記上 りリンクデータ送信用チャネルで送信することがで きる応答情報

の ビッ 卜数 を、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報の符号化 ビッ 卜の

和が超 えて しまった場合 に、前記第二の応答情報の符号化 ビッ 卜を優先的に

前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することを特徴 と している。



[01 8 1 ] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記基地局装置

が、前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することがで きる第一の応

答情報の符号化 ビッ 卜数 を算出する際に前記移動局装置が用いる第一のオ フ

セ ッ トの値 と、前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することがで き

る第二の応答情報の符号化 ビッ 卜数 を算出する際に前記移動局装置が用いる

第二のオ フセ ッ 卜の値 を別 々に設定することを特徴 と している。

[01 82] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を同一の S C _ F D M A シ ン

ボルで送信することを特徴 と している。

[01 83] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、前記第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァでのみ下 りリンクデータ

を受信 した場合は、前記第一の応答情報のみ前記上 りリンクデータ送信用チ

ャネルで送信することを特徴 と している。

[01 84] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、少な くとも 1 つの前記第二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで下 り

リンクデータを受信 した場合は、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報

を前記上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信することを特徴 と している。

[01 85] また、本実施形態は、上記の無線通信 システムにおいて、前記移動局装置

が、少な くとも 1 つの前記第二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで下 り

リンクデータを受信 したが、前記第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァ

で下 りリンクデータを受信 しなか った場合は、前記第二の応答情報 を予め定

め られた値 にセ ッ 卜することを特徴 と している。

[01 86] また、本実施形態の移動局装置は、複数のコンポーネン トキャ リアを用い

て基地局装置 と無線通信 を行な う移動局装置であ って、第一の下 りリンクコ

ンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した 1 つまたは複数の下 りリンクデータの復号

の成否を示す 1 つまたは複数の第一の応答情報 をともに符号化 し、複数の第

二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した下 りリンクデータの復号

の成否を示す複数の第二の応答情報 をともに符号化 し、前記第一の応答情報



と前記第二の応答情報 を同 じ上 りリンクデ一タ送信用チャネルで送信するこ

とを特徴 と している。

[01 87] また、本実施形態の基地局装置は、複数のコンポ一ネン 卜キャ リアを用い

て移動局装置 と無線通信 を行な う基地局装置であ って、前記移動局装置が、

第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した 1 つ または複数の下 り

リンクデータの復号の成否を示す 1 つ または複数の第一の応答情報 をともに

符号化 し、複数の第二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した下 り

リンクデ一タの復号の成否を示す複数の第二の応答情報 をともに符号化 し、

前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を含めて送信 した上 りリンクデ一

タ送信用チャネル を受信 し、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報の復

号処理 を別 々に行な うことを特徴 と している。

[01 88] また、本実施形態の無線通信方法は、複数のコンポ一ネン 卜キャ リアを用

いて基地局装置 と無線通信 を行な う移動局装置 に用い られる無線通信方法で

あ って、第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した 1 つ または複

数の下 りリンクデータの復号の成否を示す 1 つ または複数の第一の応答情報

をともに符号化するステ ップと、複数の第二の下 りリンクコンポ一ネン トキ

ャ リァで受信 した下 りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情

報 をともに符号化するステ ツプと、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情

報 を同 じ上 りリンクデータ送信用チャネルで送信するステ ップを有すること

を特徴 と している。

[01 89] また、本実施形態の無線通信方法は、複数のコンポ一ネン 卜キャ リアを用

いて移動局装置 と無線通信 を行な う基地局装置 に用い られる無線通信方法で

あ って、前記移動局装置が、第一の下 りリンクコンポーネン トキャ リアで受

信 した 1 つ または複数の下 りリンクデータの復号の成否を示す 1 つ または複

数の第一の応答情報 をともに符号化 し、複数の第二の下 りリンクコンポ一ネ

ン 卜キヤ リァで受信 した下 りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の

応答情報 をともに符号化 し、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を含

めて送信 した上 りリンクデータ送信用チャネル を受信するステ ップと、前記



第一の応答情報 と前記第二の応答情報の復号処理 を別々に行なうステ ツプを

有することを特徴 と している。

[01 90] また、本実施形態の集積回路は、複数のコンポーネン トキャ リアを用いて

基地局装置 と無線通信 を行なう移動局装置に用い られる集積回路であって、

第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した 1 つまたは複数の下 り

リンクデータの復号の成否を示す 1 つまたは複数の第一の応答情報 をともに

符号化する機能 と、複数の第二の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信

した下 りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報 をともに符

号化する機能 と、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を同 じ上 りリン

クデータ送信用チャネルで送信する機能 と、の一連の機能を、前記移動局装

置に発揮 させることを特徴 と している。

[01 9 1 ] また、本実施形態の集積回路は、複数のコンポーネン トキャ リアを用いて

移動局装置 と無線通信 を行なう基地局装置に用い られる集積回路であって、

前記移動局装置が、第一の下 りリンクコンポ一ネン 卜キヤ リァで受信 した 1

つまたは複数の下 りリンクデータの復号の成否を示す 1 つまたは複数の第一

の応答情報 をともに符号化 し、複数の第二の下 りリンクコンポーネン トキヤ

リァで受信 した下 りリンクデータの復号の成否を示す複数の第二の応答情報

をともに符号化 し、前記第一の応答情報 と前記第二の応答情報 を含めて送信

した上 りリンクデータ送信用チャネルを受信する機能 と、前記第一の応答情

報 と前記第二の応答情報の復号処理 を別々に行なう機能 と、の一連の機能を

、前記移動局装置に発揮 させることを特徴 と している。

[01 92] 本発明に関わる基地局装置 3 、および移動局装置 1 で動作するプログラム

は、本発明に関わる上記実施形態の機能を実現するように、 C P U (Cent r a l

Process i ng Un i t ) 等を制御するプログラム （コンピュータを機能させるプ

ログラム）であっても良い。そ して、 これ ら装置で取 り扱われる情報は、そ

の処理時に一時的に R A M (Random Access Memory) に蓄積 され、その後、

F l a s h R O M (Read On Ly Memory) などの各種 R 0 M や H D D (Hard D i

s k D i ve) に格納 され、必要に応 じて C P U によって読み出 し、修正 書 き



込みが行なわれる。

[01 93] 尚、上述 した実施形態 における移動局装置 1 、基地局装置 3 の一部、 をコ

ンピュ一夕で実現するように しても良い。 その場合、 この制御機能 を実現す

るためのプログラムをコンピュータが読み取 り可能な記録媒体 に記録 して、

この記録媒体 に記録 されたプログラムをコンピュータシステムに読み込 ませ

、実行することによって実現 しても良い。

[01 94] 尚、 ここでいう 「コンピュータシステム」 とは、移動局装置 1 、 または基

地局装置 3 に内蔵 されたコンピュータシステムであ って、 O S や周辺機器等

のハー ドウェアを含むもの とする。 また、 「コンピュータ読み取 り可能な記

録媒体」 とは、 フ レキシブルデ ィスク、光磁気デ ィスク、 R O M 、 C D - R

O M 等の可搬媒体、 コンピュータシステムに内蔵 されるハ一 ドデ ィスク等の

記憶装置の ことをいう。

[01 95] さ らに 「コンピュータ読み取 り可能な記録媒体」 とは、 インタ一ネ ッ ト等

のネ ッ 卜ワークや電話回線等の通信回線 を介 してプログラムを送信する場合

の通信線のように、短時間、動的にプログラムを保持するもの、 その場合の

サーバや クライアン 卜となるコンピュータシステム内部の揮発性 メモ リのよ

うに、一定時間プログラムを保持 しているものも含んでも良い。 また上記 プ

ログラムは、前述 した機能の一部 を実現するためのものであ っても良 く、 さ

らに前述 した機能 をコンピュータシステムにすでに記録 されているプロダラ

厶 との組み合わせで実現で きるものであ っても良い。

[01 96] また、上述 した実施形態 における移動局装置 1 、基地局装置 3 の一部、 ま

たは全部 を典型的には集積回路である L S I と して実現 してもよい し、チ ッ

プセ ッ トと して実現 してもよい。移動局装置 1 、基地局装置 3 の各機能 プロ

ックは個別 にチ ップ化 してもよい し、一部、 または全部 を集積 してチ ップ化

してもよい。 また、集積回路化の手法は L S I に限 らず専用回路、 または汎

用 プロセ ッサで実現 しても良い。 また、半導体技術の進歩 によ り L S I に代

替する集積回路化の技術が出現 した場合、 当該技術 による集積回路 を用いる

ことも可能である。



[01 97] 以上、図面 を参照 して この発明の一実施形態 について詳 しく説明 して きた

が、具体的な構成 は上述のものに限 られることはな く、 この発明の要 旨を逸

脱 しない範囲内において様 々な設計変更等 をすることが可能である。

符号の説明

[01 98] ( 1 A 、 1 B 、 C ) 移動局装置

3 基地局装置

1 0 1 上位層処理部

1 0 3 制御部

1 0 5 受信部

1 0 7 送信部

3 0 1 上位層処理部

3 0 3 制御部

3 0 5 受信部

3 0 7 送信部

1 0 1 無線 リソー ス制御部

1 0 1 3 H A R Q 制御部

1 0 1 5 A C K N A C K 生成部

3 0 1 無線 リソー ス制御部

3 0 1 3 H A R Q 制御部

3 0 1 5 A C K N A C K 検 出部



請求の範囲

[ 請求項 1] 基地局装置 によって複数のコンポ一ネン 卜キヤ リアで送信 された 卜

ランスポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記基地局

装置 に送信する移動局装置 において、

第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K とを別 々に符号

化 し、

前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 になるま

で前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

し、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 になるま

で前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

し、

前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ

卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜とを連結 させ、

前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K / N A C K とを 1

つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記基地局装置 に送信すること

を特徴 とする移動局装置。

[ 請求項2] 前記物理上 りリンクチヤネルは物理上 りリンク共用チヤネルであ り

前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 1 に記載の移動局装置。

[ 請求項3] 前記繰 り返 し処理 は、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

が前記第一の値 よ りも小さい場合 には、前記第一の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら繰 り返 して連結する処理であることを特

徴 とする請求項 1 または請求項 2 に記載の移動局装置。

[ 請求項4] 前記繰 り返 し処理 は、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜



が、前記第二の値 よ りも小さい場合 には、前記第二の A C K / N A C

K の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら繰 り返 して連結する処理であることを

特徴 とする請求項 1 または請求項 2 に記載の移動局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第一の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ 卜

が前記第一の値 よ りも大 きい場合 には、前記第一の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら前記第一の値 まで切 り取 る処理であるこ

とを特徴 とする請求項 1 または請求項 2 に記載の移動局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

が前記第二の値 よ りも大 きい場合 には、前記第二の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら前記第二の値 まで切 り取 る処理であるこ

とを特徴 とする請求項 1 または請求項 2 に記載の移動局装置。

移動局装置へ複数のコンポ一ネン 卜キヤ リァで送信 された トランス

ポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記移動局装置か

ら受信する基地局装置 において、

別 々に符号化 された第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A

C K とを 1 つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記移動局装置か ら

受信 し、

前記第一の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記繰 り返 し処理が実行 された第一の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜と前記繰 り返 し処理が実行 された第二の A C K / N A C K の符号

化 ビッ 卜とは、前記移動局装置 によって連結 されることを特徴 とする

基地局装置。

前記物理上 りリンクチャネルは物理上 りリンク共用チャネルであ り



前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 7 に記載の基地局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

が前記第一の値 よ りも小さい場合 には、前記第一の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら繰 り返 して連結する処理であることを特

徴 とする請求項 7 または請求項 8 に記載の基地局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

が、前記第二の値 よ りも小さい場合 には、前記第二の A C K / N A C

K の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら繰 り返 して連結する処理であることを

特徴 とする請求項 7 または請求項 8 に記載の基地局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第一の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ 卜

が前記第一の値 よ りも大 きい場合 には、前記第一の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら前記第一の値 まで切 り取 る処理であるこ

とを特徴 とする請求項 7 または請求項 8 に記載の基地局装置。

前記繰 り返 し処理 は、前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜

が前記第二の値 よ りも大 きい場合 には、前記第二の A C K / N A C K

の符号化 ビッ 卜を、先頭か ら前記第二の値 まで切 り取 る処理であるこ

とを特徴 とする請求項 7 または請求項 8 に記載の基地局装置。

移動局装置が、基地局装置 によって複数のコンポ一ネン 卜キャ リア

で送信 された トラ ンス ポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C

K を前記基地局装置 に送信する無線通信 システムにおいて、

前記移動局装置は、

第一の A C K / N A C Κ と第二の A C K / N A C Κ とを別 々に符号

化 し、

前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 になるま

で前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行



し、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 になるま

で前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

し、

前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ

卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜とを連結 させ、

前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K / N A C K とを 1

つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記基地局装置 に送信 し、

前記基地局装置は、

前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K / N A C K とを前

記 1 つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記移動局装置か ら受信す

ることを特徴 とする無線通信 シ ステ ム。

[ 請求項 14] 基地局装置 によって複数のコンポ一ネン 卜キヤ リァで送信 された 卜

ラ ンス ポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記基地局

装置 に送信する移動局装置 に用い られる無線通信方法 において、

第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K とを別 々に符号

化 し、

前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 になるま

で前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

し、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 になるま

で前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

し、

前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ

卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜とを連結 させ、

前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K / N A C K とを 1



つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記基地局装置 に送信すること

を特徴 とする無線通信方法。

[ 請求項 15] 前記物理上 りリンクチャネルは、物理上 りリンク共用チャネルであ

し」、

前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 1 4 に記載の無線通信方法。

[ 請求項 16] 基地局装置へ複数のコンポ一ネン 卜キヤ リァで送信 された トランス

ポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記移動局装置か

ら受信する基地局装置 に用い られる無線通信方法 において、

別 々に符号化 された第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A

C K とを 1 つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記移動局装置か ら

受信 し、

前記第一の A C K / N A C Κ の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記繰 り返 し処理が実行 された第一の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜と前記繰 り返 し処理が実行 された第二の A C K / N A C K の符号

化 ビッ 卜とは、前記移動局装置 によって連結 されることを特徴 とする

無線通信方法。

[ 請求項 17] 前記物理上 りリンクチャネルは、物理上 りリンク共用チャネルであ

し」、

前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 1 6 に記載の無線通信方法。



[ 請求項 18] 基地局装置 によって複数のコンポ一ネン 卜キヤ リァで送信 された 卜

ランスポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記基地局

装置 に送信する移動局装置 に用い られる集積回路 において、

第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A C K とを別 々に符号

化する機能 と、

前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 になるま

で前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

する機能 と、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 になるま

で前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜に繰 り返 し処理 を実行

する機能 と、

前記繰 り返 し処理 を実行 した第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ

卜と前記繰 り返 し処理 を実行 した第二の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜とを連結 させる機能 と、

前記第一の A C K / N A C K と前記第二の A C K / N A C K とを 1

つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記基地局装置 に送信する機能

と、の一連の機能 を、前記移動局装置 に発揮 させることを特徴 とする

集積回路。

[ 請求項 19] 前記物理上 りリンクチャネルは、物理上 りリンク共用チャネルであ

し」、

前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 1 8 に記載の集積回路。

[ 請求項20] 移動局装置へ複数のコンポ一ネン 卜キヤ リァで送信 された トラ ンス

ポ一 卜プロックに対する複数の A C K / N A C K を前記移動局装置か

ら受信する基地局装置 に用い られる集積回路 において、

別 々に符号化 された第一の A C K / N A C K と第二の A C K / N A

C K とを 1 つの物理上 りリンクチャネル を用いて前記移動局装置か ら



受信する機能 を前記基地局装置 に発揮 させ、

前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第一の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第一の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜は、前記移動局装置 に

よって前記第二の A C K / N A C K の符号化 ビッ 卜数が第二の値 にな

るまで繰 り返 し処理が実行 され、

前記繰 り返 し処理が実行 された第一の A C K / N A C K の符号化 ビ

ッ 卜と前記繰 り返 し処理が実行 された第二の A C K / N A C K の符号

化 ビッ 卜とは、前記移動局装置 によって連結 されることを特徴 とする

集積回路。

[ 請求項 2 1 ] 前記物理上 りリンクチャネルは、物理上 りリンク共用チャネルであ

し」、

前記第一の値 および前記第二の値 は、前記物理上 りリンク共用チヤ

ネルで使用される変調次数の正の整数倍であることを特徴 とする請求

項 2 0 に記載の集積回路。
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